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(57)【要約】
【課題】Ｗｉ－ＦｉオフローディングをどのＡＰが容易
にできるかに関する情報が不十分な状態で、ＷＴＲＵは
単独でスキャン、アソシエーションなどを含む１以上の
Ｗｉ－Ｆｉ動作を行える。このようなＷＴＲＵに制御さ
れた動作はＷＴＲＵ資源の無駄になり得る。
【解決手段】無線オフローディングを実施するシステム
、方法および手段が提供される。ＷＴＲＵは、第１のＷ
ｉ－Ｆｉ測定報告を移動通信ネットワークに送る。第１
のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、Ｗｉ－Ｆｉノードの識別、信
号強度値、または負荷状況のうちの１つ以上を含む。Ｗ
ＴＲＵは、移動通信ネットワークからＷｉ－Ｆｉ接続コ
マンドを受け取ることができる。Ｗｉ－Ｆｉ接続コマン
ドは、候補ＡＰの識別、候補ＡＰのセキュリティ情報、
優先順位値、チャネル値または遅延タイマのうちの１つ
以上を含むことができる。ＷＴＲＵは、アソシエーショ
ンのために、受け取ったＷｉ－Ｆｉネットワーク識別の
うちの１つを選択しかつ選択されたＷｉ－Ｆｉネットワ
ーク識別と関連付けるよう試みる。
【選択図】図１２



(2) JP 2017-200218 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告を移動通信ネットワークに送るステップと、
　前記移動通信ネットワークからＷｉ－Ｆｉ接続コマンドを受け取るステップであって、
前記Ｗｉ－Ｆｉ接続コマンドが、１または複数のＷｉ－Ｆｉネットワーク識別を含むステ
ップと、
　アソシエーションのために、前記Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの１つを選択する
ステップと、
　前記Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの前記選択された１つと関連付けるように試み
るステップと
　を備えることを特徴とする無線オフローディング方法。
【請求項２】
　事前認証を開始するための要求を受け取るステップと、
　Ｗｉ－Ｆｉノードとの事前認証を開始するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告を前記移動通信ネットワークに送るステップをさらに備える
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、前記Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの前記選択
された１つとのアソシエーションが成功したか、それとも不成功であったかの指示を含む
ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、信号強度値、負荷状況、またはサービスが既存のＷ
ｉ－Ｆｉ接続によりサポートされないという指示のうちの１または複数を含むことを特徴
とする請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、周期的に送られることを特徴とする請求項３に記載
の方法。
【請求項７】
　前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告を送る前記ステップは、イベントによりトリガされるこ
とを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告または前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、同報通信メッ
セージまたはＲＲＣメッセージを介して送られることを特徴とする請求項３に記載の方法
。
【請求項９】
　前記第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告または前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、ユーザプレー
ンを介して送られることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、Ｗｉ－Ｆｉノードの識別、信号強度値、または負荷
状況を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記Ｗｉ－Ｆｉ接続コマンドは、候補アクセスポイントの識別、候補のセキュリティ情
報、優先順位値、チャネル値、または遅延タイマのうちの１または複数を含むことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの前記選択された１つと接続を確立するステッ
プと、
　前記移動通信ネットワークとの前記接続を維持するステップと
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をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記移動通信ネットワークは、３ＧＰＰネットワークであることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項１４】
　オフローディングを提供するように構成された無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であっ
て、
　第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告を移動通信ネットワークに送ること、
　前記移動通信ネットワークからＷｉ－Ｆｉ接続コマンドを受け取ることであって、前記
Ｗｉ－Ｆｉ接続コマンドが、１または複数のＷｉ－Ｆｉネットワーク識別を含むこと、
　アソシエーションのために、前記Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの１つを選択する
こと、および
　前記Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの前記選択された１つと関連付けるように試み
ること
を実施するように構成されたプロセッサ
　を備えたことを特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、
　事前認証を開始するための要求を受け取ること、および
　Ｗｉ－Ｆｉノードとの事前認証を開始すること
を実施するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告を前記移動通信ネットワークに送るよう
にさらに構成されることを特徴とする請求項１５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、前記Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの前記選択
された１つとのアソシエーションが成功したか、それとも不成功であったかの指示を含む
ことを特徴とする請求項１６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、信号強度値、負荷状況、またはサービスが既存のＷ
ｉ－Ｆｉ接続によりサポートされないという指示のうちの１または複数を含むことを特徴
とする請求項１６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、周期的に送られることを特徴とする請求項１６に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告を前記送ることは、イベントによりトリガされることを
特徴とする請求項１６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告または前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、同報通信メッ
セージまたはＲＲＣメッセージを介して送られることを特徴とする請求項１６に記載のＷ
ＴＲＵ。
【請求項２２】
　前記第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告または前記第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、ユーザプレー
ンを介して送られることを特徴とする請求項１６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　前記第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、Ｗｉ－Ｆｉノードの識別、信号強度値、または負荷
状況を含むことを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２４】
　前記Ｗｉ－Ｆｉ接続コマンドは、候補アクセスポイントの識別、候補のセキュリティ情
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報、優先順位値、チャネル値、または遅延タイマのうちの１または複数を含むことを特徴
とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２５】
　前記プロセッサが、
　前記Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの前記選択された１つと接続を確立すること、
および
　前記移動通信ネットワークとの前記接続を維持すること
を実施するようにさらにプログラムされることを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲＵ
。
【請求項２６】
　前記移動通信ネットワークは、３ＧＰＰネットワークであることを特徴とする請求項１
４に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本出願は、２０１２年９月１４日に出願された米国仮特許出願第６１／７０１、０２３
号明細書、および２０１３年３月１３日に出願された米国仮特許出願第６１／７８０、０
１９号明細書の利益を主張するものであり、その内容を参照により本明細書に組み込む。
【０００２】
　過去数十年間、移動体ネットワークのデータおよびデータ送達能力を求める要求がます
ます増加している。例えば、移動電話、タブレットデバイス、ラップトップなどの移動デ
バイスの数が増加し続けると、例えば、クーパーの法則に従って、合計のスペクトル容量
は上昇し続ける。移動体ネットワーク帯域幅の増加する需要を満たすために、移動体ネッ
トワークの管理者は、他の無線アクセス技術を用いることができる。利用可能なアクセス
技術（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ）の広く普及した、費用効果の高い展開に伴い、移動体ネット
ワークの管理者は、移動データトラフィックをこのような費用効果の高いＷｉ－Ｆｉネッ
トワークへとオフロードする方法を検討することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　１または複数の展開では、セルラ式ネットワークおよびＷｉ－Ｆｉネットワークに接続
できるＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがアソシエーションのために使用できるＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに
対する制御を有することができる。Ｗｉ－ＦｉオフローディングをどのＡＰが容易にでき
るかに関する情報が不十分な状態で、ＷＴＲＵは、単独で、例えば、スキャン、アソシエ
ーションなどを含む１または複数のＷｉ－Ｆｉ動作を行うことができる。このようなＷＴ
ＲＵに制御された動作は、ＷＴＲＵ資源の無駄になり得る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　無線オフローディング（例えば、３ＧＰＰベースのネットワークなどの移動通信ネット
ワークからＷｉ－Ｆｉネットワークへの）を実施するためのシステム、方法、および手段
が提供される。ＷＴＲＵ（例えば、３ＧＰＰ接続およびＷｉ－Ｆｉネットワークに接続で
きるＷＴＲＵ）は、移動通信ネットワークに、第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告を送ることがで
きる。第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、Ｗｉ－Ｆｉノード（例えば、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポ
イント（ＡＰ））の識別、信号強度値、または負荷状況のうちの１または複数を含むこと
ができる。ＷＴＲＵは、移動通信ネットワークからＷｉ－Ｆｉ接続コマンド（例えば、ｓ
ｔａｒｔ＿Ｗｉ－Ｆｉ＿ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎコマンド）を受け取ることができる。Ｗｉ
－Ｆｉ接続コマンドは、候補ＡＰの識別、候補ＡＰのセキュリティ情報、優先順位値、チ
ャネル値、または遅延タイマ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ接続手続きを遅らせるためのタイマ）
のうちの１または複数を含むことができる。ＷＴＲＵは、アソシエーションのために、受
け取ったＷｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの１つを選択することができる。ＷＴＲＵは
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、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの選択された１つと関連付けるように試みることが
できる。
【０００５】
　ＷＴＲＵは、事前認証を開始するための要求を受け取ることができる。例えば、事前認
証の一部として、３ＧＰＰネットワークおよびＷＴＲＵは、８０２．１ｘ／拡張認証プロ
トコル（ＥＡＰ）フレームを搬送するベアラを使用することができる。ＷＴＲＵは、Ｗｉ
－Ｆｉノードと事前認証を開始することができる。
【０００６】
　ＷＴＲＵは、第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告を移動通信ネットワークに送ることができる。
第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告または第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は、ＲＲＣメッセージを介し
て送ることができる。第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告は周期的に送る、またはイベント（例え
ば、Ｗｉ－Ｆｉ接続、Ｗｉ－Ｆｉ接続ハンドオーバなど）によりトリガすることができる
。第２の測定報告は、ネットワーク識別のうちの選択された１つの識別、および／または
Ｗｉ－Ｆｉネットワーク識別のうちの選択された１つとのアソシエーションが成功したか
、それとも不成功であったかの指示を含むことができる。ＷＴＲＵは、ユーザプレーンを
介して、第１のＷｉ－Ｆｉ測定報告または第２のＷｉ－Ｆｉ測定報告を送ることができる
。
【０００７】
　ＷＴＲＵは、Ｗｉ－Ｆｉネットワークと接続を確立することができる。ＷＴＲＵは、移
動通信ネットワークとの接続を維持することができる。より詳細な理解は、添付図面と共
に例として示された以下の説明から得ることができる。　　
【発明の効果】
【０００８】
　以上説明したように、本発明により、無線オフローディングを実施するためのシステム
、方法、および手段が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１Ａ】図１Ａは、１または複数の開示される実施形態を実施できる例示的な通信シス
テムのシステム図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、図１Ａで示された通信システム内で使用できる例示的な無線送受信
ユニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ｃは、図１Ａで示された通信システム内で使用できる例示的な無線アクセ
スネットワーク、および例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｄ】図１Ｄは、図１Ａで示された通信システム内で使用できる他の例示的な無線ア
クセスネットワーク、および例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｅ】図１Ｅは、図１Ａで示された通信システム内で使用できる他の例示的な無線ア
クセスネットワーク、および例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２】図２は、Ｗｉ－Ｆｉオフロードを用いた第３世代パートナーシッププロジェクト
コアネットワーク（３ＧＰＰ　ＣＮ）の例示的参照アーキテクチャを示す図である。
【図３】図３は、Ｗｉ－Ｆｉオフロードを用いた３ＧＰＰ無線アクセスネットワーク（Ｒ
ＡＮ）の例示的参照アーキテクチャを示す図である。
【図４】図４は、例えば、ＷＴＲＵがＷｉ－Ｆｉ通達範囲内または外に移動したときの例
示的なＷｉ－Ｆｉオフロードアクセス／解放を示す図である。
【図５】図５は、例示的な接続されたＷｉ－Ｆｉモビリティを示す図である。
【図６】図６は、Ｗｉ－Ｆｉオフロードの設定および／または解放と組み合わされた例示
的な３ＧＰＰモビリティを示す図である。
【図７】図７は、接続されたＷｉ－Ｆｉオフロードを用いた例示的な３ＧＰＰモビリティ
を示す図である。
【図８】図８は、Ｗｉ－Ｆｉオフロードモビリティと組み合わされた例示的な３ＧＰＰモ
ビリティイベントを示す図である。
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【図９】図９は、例示的な簡単な全二重単一チャネル通信システムを示す図である。
【図１０】図１０は、例えば３ＧＰＰ　ＲＡＮを用いるＷｉ－Ｆｉ事前認証システムの例
示的なブロック図である。
【図１１】図１１は、例えば３ＧＰＰネットワークを用いる例示的なＷｉ－Ｆｉ事前認証
を示す図である。
【図１２】図１２は、例示的な３ＧＰＰ制御のＷｉ－Ｆｉオフローディングを示す図であ
る。
【図１３】図１３は、Ｗｉ－Ｆｉ情報サーバ（ＷＩＳ）のＭＭＥへの例示的な接続を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　様々な図を参照して、例示的な実施形態の詳細な説明を次に述べるものとする。この説
明は、可能な実装形態の詳細な例を提供するが、その細部は、例示的なものであって、決
して本出願の範囲を限定することを意図していないことに留意されたい。さらに諸図は、
例示的であることを意味するフロー図を示すことができる。他の実施形態を使用すること
もできる。メッセージの順序は、適切な場合変えることができる。メッセージは、必要の
ない場合に削除することができ、さらなるフローを追加することもできる。
【００１１】
　図１Ａは、１または複数の開示される実施形態を実施できる例示的な通信システム１０
０の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、同報通
信などのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する多元アクセスシステムとすることがで
きる。通信システム１００は、無線帯域幅を含むシステム資源を共用することにより、複
数の無線ユーザがこのようなコンテンツにアクセスできるようにする。例えば通信システ
ム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割
多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、単一搬送波ＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ）、および同様のものなど、１または複数のチャネルアクセス法を使用することがで
きる。
【００１２】
　図１Ａで示すように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄ（これらは概して、または集合的にＷ
ＴＲＵ１０２と呼ぶことができる）、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０３／１０
４／１０５、コアネットワーク１０６／１０７／１０９、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１
０８、インターネット１１０、および他のネットワーク１１２を含むことができるが、開
示された諸実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネ
ットワーク要素を企図していることが理解されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、無線環境で動作し、かつ／または通信するように構成され
た任意のタイプの装置とすることができる。例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送信し、かつ／または受け取るように構成することがで
き、また無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、移動局、固定の、または移動加入者ユニット
、ページャ、セルラ式電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、
ノートブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、家庭用電子機器、および同様のも
のを含むことができる。
【００１３】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むことができる
。基地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６／１０７／１０９、
インターネット１１０、および／またはネットワーク１１２など、１または複数の通信ネ
ットワークへのアクセスを容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、
１０２ｄのうちの少なくとも１つと無線でインターフェースをとるように構成された任意
のタイプのデバイスとすることができる。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、送受
信機基地局（ＢＴＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サ
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イトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータ、および同様のものとするこ
とができる。基地局１１４ａ、１１４ｂは、それぞれ単一の要素として示されているが、
基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の数の相互に接続された基地局および／またはネット
ワーク要素を含みうることが理解されよう。
【００１４】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５の一部とすることができ、それらは
また、他の基地局、および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコ
ントローラ（ＲＮＣ）、中継ノードなどのネットワーク要素（図示せず）を含むことがで
きる。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セルと呼ぶことのできる特定の
地理的領域（図示せず）内で無線信号を送信し、かつ／または受け取るように構成するこ
とができる。セルは、セルセクタへとさらに分割することができる。例えば、基地局１１
４ａに関連付けられたセルは、３つのセクタへと分割され得る。したがって、一実施形態
では、基地局１１４ａは、３つの送受信機、すなわち、セルのセクタごとに１つの送受信
機を含むことができる。実施形態では、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技
術を使用することができ、したがって、セルの各セクタに対して複数の送受信機を使用す
ることができる。
【００１５】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのう
ちの１または複数と無線インターフェース１１５／１１６／１１７を介して通信すること
ができ、それらは、任意の適切な無線通信リンク（例えば、無線周波数（ＲＦ）、マイク
ロウェーブ、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）とすることができる。無線
インターフェース１１５／１１６／１１７は、適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用い
て確立することができる。
【００１６】
　より具体的には、上記のように、通信システム１００は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭ
Ａ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および同様のものなどの多元アクセスシステムとする
ことができ、１または複数のチャネルアクセス方式を使用することができる。例えば、Ｒ
ＡＮ１０３／１０４／１０５における基地局１１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を用いて無線インターフェース１１５／
１１６／１１７を確立できるユニバーサル移動電話システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセ
ス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットア
クセス（ＨＳＰＡ）および／または進化したＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコ
ルを含むことができる。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）
および／または高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１７】
　実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、進化
したＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することができ、
それは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、および／またはＬＴＥアドバンスト
（ＬＴＥ－Ａ：ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）を用いて無線インターフェース１１５／１１
６／１１７を確立することができる。
【００１８】
　実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＩＥ
ＥＥ８０２．１６（すなわち、マイクロ波アクセスのための全世界相互運用性（ＷｉＭＡ
Ｘ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、
暫定規格２０００（ＩＳ－２０００）、暫定規格９５（ＩＳ－９５）、暫定規格８５６（
ＩＳ－８５６）、移動通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）、ＧＳＭエボリューシ
ョンのための拡張データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）および同
様のものなどの無線技術を実施することができる。
【００１９】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ
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、またはアクセスポイントとすることができ、またビジネス、家庭、車両、キャンパスお
よび同様のものの場所など、局所化されたエリアで無線接続を容易にするために任意の適
切なＲＡＴを使用することができる。一実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１
０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施して無線ローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立することができる。実施形態では、基地局１１４ｂお
よびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実施して、
無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立することができる。さらに実施形
態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（
例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を使用して
、ピコセルまたはフェムトセルを確立することができる。図１Ａで示すように、基地局１
１４ｂは、インターネット１１０への直接接続を有することができる。したがって、基地
局１１４ｂは、コアネットワーク１０６／１０７／１０９を介してインターネット１１０
にアクセスする必要はないはずである。
【００２０】
　ＲＡＮ１０３／１０４／１０５は、コアネットワーク１０６／１０７／１０９と通信す
ることができ、コアネットワーク１０６／１０７／１０９は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１または複数に対して、音声、データ、アプリケーション、お
よび／またはボイスオーバインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）サービスを提供するよ
うに構成された任意のタイプのネットワークとすることができる。例えば、コアネットワ
ーク１０６／１０７／１０９は、呼制御、課金サービス、移動体位置ベースのサービス、
プリペイド電話、インターネット接続、ビデオ配信などを提供する、かつ／またはユーザ
認証などの高水準のセキュリティ機能を実施することができる。図１Ａで示されていない
が、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５および／またはコアネットワーク１０６／１０７／１
０９は、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用する他
のＲＡＮと直接もしくは間接的に通信できることが理解されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ
無線技術を使用することのできるＲＡＮ１０３／１０４／１０５に接続されるのに加えて
、コアネットワーク１０６／１０７／１０９はまた、ＧＳＭ無線技術を使用するＲＡＮ（
図示せず）と通信することもできる。
【００２１】
　コアネットワーク１０６／１０７／１０９はまた、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１
１０、および／または他のネットワーク１１２にアクセスするための、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄに対するゲートウェイとして働くことができる。ＰＳＴ
Ｎ１０８は、基本電話サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含むことができ
る。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコル群の伝送制御プロ
トコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネットプ
ロトコル（ＩＰ）など、共通の通信プロトコルを使用する相互接続されたコンピュータネ
ットワークおよびデバイスの大域システムを含むことができる。ネットワーク１１２は、
他のサービスプロバイダにより所有され、かつ／または動作される有線または無線通信ネ
ットワークを含むことができる。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０３／１０４
／１０５と同じＲＡＴ、または異なるＲＡＴを使用できる１または複数のＲＡＮに接続さ
れたコアネットワークを含むことができる。
【００２２】
　通信システム１００におけるＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいく
つか、またはすべては、マルチモード機能を含むことができる、すなわち、ＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、様々な無線リンクを介して様々な無線ネットワ
ークと通信するための複数の送受信機を含むことができる。例えば、図１Ａで示すＷＴＲ
Ｕ１０２ｃは、セルラベースの無線技術を使用できる基地局１１４ａと通信し、かつＩＥ
ＥＥ８０２無線技術を使用できる基地局１１４ｂと通信するように構成することができる
。
【００２３】
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　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂで示すように、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、プロセッサ１１８、送受信機１２０、送受信要素１２２、スピーカ／マイク
ロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、取外し不能メ
モリ１３０、取外し可能メモリ１３２、電源１３４、全地球測位システム（ＧＰＳ）チッ
プセット１３６、および他の周辺装置１３８を含むことができる。ＷＴＲＵ１０２は、実
施形態と矛盾することなく、前述の要素の任意の下位の組合せを含みうることが理解され
よう。さらに実施形態では、基地局１１４ａおよび１１４ｂ、ならびに／または、これだ
けに限らないが特に、送受信機基地局（ＢＴＳ）、ノードＢ、サイトコントローラ、アク
セスポイント（ＡＰ）、ホームノードＢ、進化したホームノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）、ホ
ームｅノードＢ（ＨｅＮＢ）、ホームｅノードＢゲートウェイ、およびプロキシノードな
ど、基地局１１４ａおよび１１４ｂが表すことのできるノードが、図１Ｂで示された、ま
た本明細書で述べる要素のいくつか、またはそれぞれを含みうることが企図されている。
【００２４】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連付けられた１
または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け
ＩＣ（ＡＳＩＣ）、書換え可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意の他のタイプの集積
回路（ＩＣ）、状態マシン、および同様のものとすることができる。プロセッサ１１８は
、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が無
線環境で動作できるようにする任意の他の機能を実施することができる。プロセッサ１１
８は、送受信要素１２２に結合されうる送受信機１２０に結合することができる。図１Ｂ
は、プロセッサ１１８と送受信機１２０を別々の構成要素として示しているが、プロセッ
サ１１８と送受信機１２０は共に、電子パッケージもしくはチップの中に統合できること
が理解されよう。
【００２５】
　送受信要素１２２は、無線インターフェース１１５／１１６／１１７を介して、基地局
（例えば、基地局１１４ａ）に信号を送信し、または基地局から信号を受け取るように構
成することができる。例えば、一実施形態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信し
、かつ／または受け取るように構成されたアンテナとすることができる。実施形態では、
送受信要素１２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信し、かつ／または受
け取るように構成された放射源／検出器とすることができる。さらに実施形態では、送受
信要素１２２は、ＲＦ信号および光信号を共に送信し、かつ受け取るように構成すること
ができる。送受信要素１２２は、任意の組合せの無線信号を送信し、かつ／または受け取
るように構成できることが理解されよう。
【００２６】
　さらに送受信要素１２２は、単一の要素として図１Ｂで示されているが、ＷＴＲＵ１０
２は、任意の数の送受信要素１２２を含むことができる。より具体的には、ＷＴＲＵ１０
２は、ＭＩＭＯ技術を使用することができる。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ１
０２は、無線インターフェース１１５／１１６／１１７を介して無線信号を送信し、かつ
受け取るために、２つ以上の送受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含むことが
できる。
【００２７】
　送受信機１２０は、送受信要素１２２によって送信される信号を変調し、かつ送受信要
素１２２により受け取られた信号を復調するように構成することができる。上記のように
、ＷＴＲＵ１０２はマルチモード機能を有することができる。したがって、送受信機１２
０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数のＲ
ＡＴにより通信できるようにするために、複数の送受信機を含むことができる。
【００２８】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
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（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、または有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ
ユニット）に結合され、かつそこからユーザ入力データを受け取ることができる。プロセ
ッサ１１８はまた、ユーザデータを、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２
６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８へと出力することもできる。さら
にプロセッサ１１８は、取外し不能メモリ１３０、および／または取外し可能メモリ１３
２などの任意のタイプの適切なメモリに情報をアクセスし、かつデータを記憶することが
できる。取外し不能メモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読出し専用メ
モリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任意の他のタイプの記憶保存デバイスを含むこ
とができる。取外し可能メモリ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモ
リスティック、セキュアデジタル（ＳＤ）メモリカード、および同様のものを含むことが
できる。実施形態では、プロセッサ１１８は、サーバまたはホームコンピュータ（図示せ
ず）上など、ＷＴＲＵ１０２上に物理的に位置していないメモリに情報をアクセスし、か
つデータを記憶することができる。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、またＷＴＲＵ１０２
の他の構成要素に対して電力を配布し、かつ／または制御するように構成することができ
る。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を与えるための任意の適切なデバイスとするこ
とができる。例えば、電源１３４は、１または複数の乾電池（例えば、ニッケル－カドミ
ウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル－亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウム
イオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池、および同様のものを含むことがで
きる。
【００３０】
　プロセッサ１１８はまた、ＷＴＲＵ１０２の現在位置に関する位置情報（例えば、経度
および緯度）を提供するように構成できるＧＰＳチップセット１３６に結合することがで
きる。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはそれに代えて、ＷＴＲＵ１
０２は、基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から無線インターフェース１１５
／１１６／１１７を介して位置情報を受け取ることができ、かつ／または２つ以上の近傍
の基地局から受け取った信号のタイミングに基づいてその位置を決定することができる。
ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と矛盾することなく、任意の適切な位置決定法（判断法）に
より位置情報を取得できることが理解されよう。
【００３１】
　プロセッサ１１８は、さらなる特徴、機能、および／または有線もしくは無線接続を提
供する１または複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含むことの
できる他の周辺装置１３８にさらに結合することができる。例えば、周辺装置１３８は、
加速度計、イーコンパス（ｅ－ｃｏｍｐａｓｓ）、衛星送受信機、デジタルカメラ（写真
またはビデオ用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビ
ジョン送受信機、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュー
ル、周波数変調（ＦＭ）ラジオユニット、デジタルミュージックプレイヤ、メディアプレ
イヤ、ビデオゲームプレイヤモジュール、インターネットブラウザ、および同様のものを
含むことができる。
【００３２】
　図１Ｃは、実施形態によるＲＡＮ１０３およびコアネットワーク１０６のシステム図で
ある。上記のように、ＲＡＮ１０３は、ＵＴＲＡ無線技術を使用して、無線インターフェ
ース１１５を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる。Ｒ
ＡＮ１０３はまた、コアネットワーク１０６と通信することができる。図１Ｃで示すよう
に、ＲＡＮ１０３は、無線インターフェース１１５を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃと通信するための１または複数の送受信機をそれぞれが含むことのできるノー
ドＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができる。ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、
１４０ｃはそれぞれ、ＲＡＮ１０３内の特定のセル（図示せず）と関連付けることができ
る。ＲＡＮ１０３はまた、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂを含むことができる。ＲＡＮ１０３
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は、実施形態と矛盾することなく、任意の数のノードＢおよびＲＮＣを含みうることが理
解されよう。
【００３３】
　図１Ｃで示すように、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ１４２ａと通信すること
ができる。さらに、ノードＢ１４０ｃは、ＲＮＣ１４２ｂと通信することができる。ノー
ドＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインターフェースを介して各ＲＮＣ１４２
ａ、１４２ｂと通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕｒインターフ
ェースを介して互いに通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂのそれぞれは、
接続される先の各ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを制御するように構成されうる
。さらにＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂのそれぞれは、外側ループ電力制御、負荷制御、接続
受付制御、パケットスケジューリング、ハンドオーバ制御、マクロダイバーシティ、セキ
ュリティ機能、データ暗号化、および同様のものなどの他の機能を実行する、またはサポ
ートするように構成することができる。
【００３４】
　図１Ｃで示されるコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４
、移動交換局（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）１４８
、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５０を含むことが
できる。前述の要素のそれぞれがコアネットワーク１０６の一部として示されているが、
これらの要素のいずれも、コアネットワークの管理者以外のエンティティにより所有され
、かつ／または動作されうることが理解されよう。
【００３５】
　ＲＡＮ１０３におけるＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＣＳインターフェースを介してコアネッ
トワーク１０６におけるＭＳＣ１４６接続することができる。ＭＳＣ１４６はＭＧＷ１４
４に接続することができる。ＭＳＣ１４６およびＭＧＷ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にするために、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにＰＳＴＮ１０８などの回線交換網へのアクセスを提供す
ることができる。
【００３６】
　ＲＡＮ１０３のＲＮＣ１４２ａはまた、ＩｕＰＳインターフェースを介してコアネット
ワーク１０６におけるＳＧＳＮ１４８に接続することができる。ＳＧＳＮ１４８はＧＧＳ
Ｎ１５０に接続することができる。ＳＧＳＮ１４８およびＧＧＳＮ１５０は、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ使用可能なデバイスとの間の通信を容易にするために
、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、インターネット１１０などのパケット交換
網へのアクセスを提供することができる。
【００３７】
　上記のように、コアネットワーク１０６はまた、他のサービスプロバイダにより所有さ
れ、かつ／または動作される他の有線または無線ネットワークを含むことのできるネット
ワーク１１２に接続されうる。
【００３８】
　図１Ｄは、実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０７のシステム図で
ある。上記のように、ＲＡＮ１０４は、無線インターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するために、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用することが
できる。ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０７と通信することができる。
【００３９】
　ＲＡＮ１０４は、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含むことができるが、Ｒ
ＡＮ１０４は、実施形態と矛盾することなく、任意の数のｅノードＢを含みうることが理
解されよう。ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃはそれぞれ、無線インターフェー
ス１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複数
の送受信機を含むことができる。一実施形態では、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６
０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施することができる。したがって、例えば、ｅノードＢ１６０
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ａは、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、かつ無線信号
をそこから受け取ることができる。
【００４０】
　ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）と関
連付けることができ、また無線資源管理決定、ハンドオーバ決定、アップリンクおよび／
またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリング、および同様のものを処理するよ
うに構成されうる。図１Ｄで示すように、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、
Ｘ２インターフェースを介して互いに通信することができる。
【００４１】
　図１Ｄで示すコアネットワーク１０７は、モビリティ管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）１６
２、サービングゲートウェイ１６４、およびパケットデータ網（ＰＤＮ）ゲートウェイ１
６６を含むことができる。前述の要素のそれぞれがコアネットワーク１０７の一部として
示されているが、これらの要素のいずれも、コアネットワーク管理者以外のエンティティ
により所有され、かつ／または動作されうることが理解されよう。
【００４２】
　ＭＭＥ１６２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４におけるｅノードＢ１６
０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれに接続され、制御ノードとして働くことができる。
例えば、ＭＭＥ１６２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証するこ
と、ベアラの活動化／非活動化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初期アタッチ
中に特定のサービングゲートウェイを選択すること、および同様のものを扱うことができ
る。ＭＭＥ１６２はまた、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の無線技術
を使用する他のＲＡＮ（図示せず）との間を切り換えるための制御プレーン機能を提供す
ることができる。
【００４３】
　サービングゲートウェイ１６４は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４におけ
るｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃのそれぞれに接続することができる。サービ
ングゲートウェイ１６４は、概して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとの間で、
ユーザデータパケットの経路指定を行い、転送することができる。サービングゲートウェ
イ１６４はまた、ｅノードＢ間のハンドオーバ中にユーザプレーンをアンカリングするこ
と、ダウンリンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに利用可能であるとき
、ページングをトリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキスト
を管理し、記憶すること、および同様のものなど他の機能も実施することができる。
【００４４】
　サービングゲートウェイ１６４はまた、ＰＤＮゲートウェイ１６６にも接続され、ＰＤ
Ｎゲートウェイ１６６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ使用可能なデバ
イスとの間の通信を容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、イン
ターネット１１０などのパケット交換網へのアクセスを提供することができる。
【００４５】
　コアネットワーク１０７は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク１０７は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線
通信デバイスとの間の通信を容易にするために、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換網へのア
クセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。例えば、コア
ネットワーク１０７は、コアネットワーク１０７とＰＳＴＮ１０８の間のインターフェー
スとして働くＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サ
ーバ）を含む、またはそれと通信することができる。さらにコアネットワーク１０７は、
他のサービスプロバイダにより所有された、かつ／または動作される他の有線もしくは無
線ネットワークを含むことのできるネットワーク１１２へのアクセスを、ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００４６】
　図１Ｅは、実施形態によるＲＡＮ１０５およびコアネットワーク１０９のシステム図で
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ある。ＲＡＮ１０５は、無線インターフェース１１７を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃと通信するためにＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を使用するアクセスサービ
スネットワーク（ＡＳＮ）とすることができる。以下でさらに論ずるように、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、ＲＡＮ１０５、およびコアネットワーク１０９の様々な機
能エンティティ間の通信リンクは、参照点（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｐｏｉｎｔ）として定
義することができる。
【００４７】
　図１Ｅで示すように、ＲＡＮ１０５は、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃ、および
ＡＳＮゲートウェイ１８２を含むことができるが、ＲＡＮ１０５は、実施形態と矛盾する
ことなく、任意の数の基地局およびＡＳＮゲートウェイを含みうることが理解されよう。
基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃはそれぞれ、ＲＡＮ１０５における特定のセル（図
示せず）と関連付けられ、かつ無線インターフェース１１７を介してＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃと通信するために、それぞれが１または複数の送受信機を含むことが
できる。一実施形態では、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施
することができる。したがって、例えば、基地局１８０ａは、複数のアンテナを使用して
、ＷＴＲＵ１０２ａに無線信号を送信し、かつＷＴＲＵ１０２ａから無線信号を受け取る
ことができる。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃはまた、ハンドオフのトリガ、トン
ネル確立、無線資源管理、トラフィック分類、サービス品質（ＱｏＳ）ポリシの実施、お
よび同様のものなど、モビリティ管理機能を提供することができる。ＡＳＮゲートウェイ
１８２は、トラフィック集約点として働くことができ、またページング、加入者プロファ
イルのキャッシング、コアネットワーク１０９への経路指定、および同様のものを扱うこ
とができる。
【００４８】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＲＡＮ１０５の間の無線インターフェース１
１７は、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様を実施するＲ１参照点として定義することができる。
さらにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれは、コアネットワーク１０９と
論理インターフェース（図示せず）を確立することができる。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃとコアネットワーク１０９の間の論理インターフェースは、Ｒ２参照点とし
て定義することができ、それは、認証、認可、ＩＰホスト構成管理、および／またはモビ
リティ管理に使用することができる。
【００４９】
　各基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃの間の通信リンクは、基地局間で、ＷＴＲＵハ
ンドオーバおよびデータ転送を容易にするためのプロトコルを含むＲ８参照点として定義
することができる。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃとＡＳＮゲートウェイ１８２の
間の通信リンクは、Ｒ６参照点として定義することができる。Ｒ６参照点は、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのそれぞれと関連付けられたモビリティイベントに基づいて
モビリティ管理を容易にするためのプロトコルを含むことができる。
【００５０】
　図１Ｅで示すように、ＲＡＮ１０５は、コアネットワーク１０９に接続することができ
る。ＲＡＮ１０５とコアネットワーク１０９の間の通信リンクは、例えば、データ転送お
よびモビリティ管理機能を容易にするためのプロトコルを含むＲ３参照点として定義する
ことができる。コアネットワーク１０９は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－
ＨＡ）１８４、認証、認可、アカウンティング（ＡＡＡ）サーバ１８６、およびゲートウ
ェイ１８８を含むことができる。前述の要素のそれぞれが、コアネットワーク１０９の一
部として示されているが、これらの要素のいずれも、コアネットワーク管理者以外のエン
ティティにより所有され、かつ／または動作されうることが理解されよう。
【００５１】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理を扱うことができ、またＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃが、異なるＡＳＮおよび／または異なるコアネットワークの間でローミング
できるようにする。ＭＩＰ－ＨＡ１８４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩ
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Ｐ使用可能なデバイスとの間の通信を容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃに、インターネット１１０などのパケット交換網へのアクセスを提供することが
できる。ＡＡＡサーバ１８６は、ユーザ認証を行うこと、およびユーザサービスをサポー
トすることを扱うことができる。ゲートウェイ１８８は、他のネットワークとの協調動作
を容易にすることができる。例えば、ゲートウェイ１８８は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃと、従来の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にするために、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換網へのアクセスを提供す
ることができる。さらにゲートウェイ１８８は、他のサービスプロバイダにより所有され
、かつ／または動作される他の有線または無線通信ネットワークを含むことのできるネッ
トワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することが
できる。
【００５２】
　図１Ｅで示されていないが、ＲＡＮ１０５は、他のＡＳＮに接続することができ、かつ
コアネットワーク１０９は、他のコアネットワークに接続できることが理解されよう。Ｒ
ＡＮ１０５、他のＡＳＮの間の通信リンクは、ＲＡＮ１０５と他のＡＳＮの間でＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのモビリティを協調させるためのプロトコルを含むことの
できるＲ４参照点として定義することができる。コアネットワーク１０９と他のコアネッ
トワークの間の通信リンクは、ホームコアネットワークと在圏するコアネットワークとの
間の協調動作を容易にするためのプロトコルを含むことのできるＲ５参照点として定義す
ることができる。
【００５３】
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセスの場合、セルは、１または複数
のチャネルに対応することができる。チャネルは、関連するＷｉ－Ｆｉ技術の周波数帯に
おける周波数に相当することができる。ＷＬＡＮデバイスは、サービスセット識別子（Ｓ
ＳＩＤ）を求めるプローブ要求を送ることができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、ＷＬＡＮア
クセスノード（ＡＮ）とデータを交換できる前に、アクセスポイントとのアソシエーショ
ンを確立することができる。ＷＬＡＮ　ＡＮは、ＷＬＡＮアクセスポイント（ＡＰ）と呼
ぶことができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、以下のアクションの１または複数を実施するこ
とができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、利用可能なＷＬＡＮ　ＡＮを発見し、発見されたＡ
Ｎの１つを選択し、認証を実施し（例えば、必要な場合）、かつ／またはアクセスポイン
トに関連付けることができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、ＷＬＡＮ　ＡＮと同期させること
ができ、データフレームを送り、かつ／または受け取ることができる。
【００５４】
　ＩＥＥＥ８０２．１１規格をサポート可能なＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、例えば、パッシブ
スキャンおよび／またはアクティブスキャンなどのスキャンを用いて、利用可能なアクセ
スポイントを発見することができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、例えば、アクティブスキャ
ンおよび／またはパッシブスキャンを用いて利用可能なＷＬＡＮ　ＡＮのリストを決定す
ることができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、例えば、ユーザ入力に基づいてＷＬＡＮ　ＡＮ
に接続することができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、知られたＷＬＡＮ　ＡＮに自動的に再
接続することができる。
【００５５】
　ＷＬＡＮアクセスポイントのパッシブスキャンを提供することができる。パッシブスキ
ャンでは、アクセスポイントは、ビーコン信号を周期的に同報通信することができ、ビー
コン信号はＷＬＡＮ　ＷＴＲＵにより受け取られて、対応するＷＬＡＮ　ＡＮのいくつか
のパラメータ（例えば、ＳＳＩＤ、サポートされる速度など）、および／または受け取っ
た信号強度を決定することができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、例えば、ＷＬＡＮ　ＷＴＲ
Ｕが受け取ることのできる１または複数の信号に基づき、要求を送信することなく情報を
収集することができる。
【００５６】
　ＷＬＡＮアクセスポイントのアクティブスキャンを提供することができる。アクティブ
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スキャンを使用する間、ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、同報通信フレーム（例えば、プローブ要
求など）を送信することができる。ＷＴＲＵの範囲にある１または複数のアクセスポイン
トは、プローブ応答で応ずることができる。ＷＴＲＵのアクティブスキャンは、共用媒体
上でプローブ信号を送信するために、ネットワークに対するさらなるオーバヘッドの負担
を生ずるおそれがある。
【００５７】
　例えば、８０２．１１ｕに基づくＷＬＡＮサービスディスカバリを提供することができ
る。サービスディスカバリは、ＷＬＡＮ　ＡＰのディスカバリおよび／または選択を提供
することができる。例えば、８０２．１１ｕに基づくサービスディスカバリは、ネットワ
ークディスカバリおよび／または選択方法を示すことができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、
例えば、包括的アドバタイズメントサービス（ＧＡＳ：Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ａｄｖｅｒｔｉ
ｓｅｍｅｎｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）トランスポートプロトコルを用いて、ＷＬＡＮアクセス
ネットワーク（ＡＮ）とアソシエーションを実施する前に、例えば、アドバタイズメント
サービスにより、さらなる情報を受け取ることができる。ＧＡＳプロトコルは、１または
複数のアドバタイズメントプロトコルに対するトランスポートプロトコルとして使用する
ことができる。ＧＡＳ送信は、関連付けられた、または非関連状態にあるＷＬＡＮ　ＷＴ
ＲＵにより受け取ることができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、ＷＬＡＮ　ＡＮが、協調動作
要素を用いて８０１．１１ｕをサポートすると判断することができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲ
Ｕは、発見されたＳＳＩＤに対して（例えば、パッシブスキャンまたはアクティブスキャ
ンを用いて）照会をポストすることができる。ＷＬＡＮは、ＷＬＡＮ　ＡＮから、例えば
、管理者に関連するパラメータを示す応答を受け取ることができる。
【００５８】
　ディスカバリに関連する情報は、例えば、アクセスネットワークタイプ、ローミング情
報、場所（Ｖｅｎｕｅ）情報などを含む１または複数のパラメータを含むことができる。
アクセスネットワークタイプは、例えば、０から１５の範囲などの値で示すことができる
。アクセスネットワークタイプは、ネットワークが、プライベートネットワーク、ゲスト
アクセスを有するプライベートネットワーク、有料の公衆網、無料の公衆網などであるこ
とを示すことができる。
【００５９】
　ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、選択に関連する情報を要求するための照会を送ることができる
。選択に関連する情報は、例えば、ドメイン名、認証情報タイプ、またはＥＡＰ方法など
を含む１または複数のパラメータを含むことができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、例えば、
記憶された認証情報および管理者ポリシ、ユーザインタラクションなどに基づき、関連付
けることのできるＷＬＡＮ　ＡＮを決定することができる。異なる８０２．１１間のロー
ミング協定が実施されうる。プロトコル（例えば、加入サービスプロバイダネットワーク
（ＳＳＰＮ）プロトコル）は、アクセスポイントへの通信をサポートすることができ、し
たがって、ユーザの認証情報およびユーザポリシは、ＷＬＡＮ　ＡＮに伝達されうる。
【００６０】
　Ｗｉ－Ｆｉを含むマルチ無線アクセス技術（ＲＡＴ）動作を提供することができる。例
えば、ＷＴＲＵは、３ＧＰＰ（例えば、ＨＳＰＡまたはＬＴＥ）ＲＡＴおよびＷｉ－Ｆｉ
　ＲＡＴを用いてマルチＲＡＴ　ＣＡをサポートすることができる。このようなＷＴＲＵ
は、例えば、３ＧＰＰ　ＲＡＴの接続確立手続きを用いて、ネットワークへの最初のアク
セスを実施することができる。３ＧＰＰ　ＲＡＴは、ＷＴＲＵの構成の１次ＲＡＴに相当
することができる。ＷＴＲＵは、ＷＬＡＮ　ＡＰにアクセスするためのさらなるパラメー
タおよび／または資源で構成することができる。このような構成は、３ＧＰＰ　ＲＡＴの
ＲＲＣ接続を用いて実施することができる。Ｗｉ－Ｆｉ　ＲＡＴは、ＷＴＲＵの構成の２
次ＲＡＴに相当することができる。例えば、構成できるＷｉ－Ｆｉパラメータは、以下の
ものの１または複数を含むことができる、すなわち、Ｗｉ－Ｆｉネットワークの周波数帯
、Ｗｉ－Ｆｉネットワークの周波数（例えば、Ｗｉ－Ｆｉチャネル）、Ｗｉ－Ｆｉネット
ワークに対する動作モード（例えば、直接拡散方式（ＤＳＳＳ）、直交周波数分割多重（



(16) JP 2017-200218 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

ＯＦＤＭ））、Ｗｉ－Ｆｉネットワークの識別（例えば、ＳＳＩＤ）、Ｗｉ－Ｆｉアクセ
スポイントの識別（例えば、基本サービスセットＩＤ（ＢＳＳＩＤ）および／またはＭＡ
Ｃ識別）、または１または複数のセキュリティパラメータのセットである。セキュリティ
パラメータは、セキュリティプロトコル、暗号化アルゴリズム、またはセキュリティ鍵の
うちの１または複数を含むことができる。構成はまた、ＷＴＲＵにおけるＷｉ－Ｆｉ送受
信機をオンする（例えば、活動化する）ための指示を含むことができる。
【００６１】
　セキュリティプロトコルのタイプは、有線同等機密（ＷＥＰ：Ｗｉｒｅｄ　Ｅｑｕｉｐ
ｍｅｎｔ　Ｐｒｉｖａｃｙ）、Ｗｉ－Ｆｉ保護アクセス（ＷＰＡ：Ｗｉ－Ｆｉ　Ｐｒｏｔ
ｅｃｔｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ）もしくはＷＰＡ２、または同様のものの１つとすることがで
きる。暗号化アルゴリズムのタイプは、時間的鍵の完全性プロトコル（ＴＫＩＰ：Ｔｅｍ
ｐｏｒａｌ　Ｋｅｙ　Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、事前共用鍵モード（Ｐ
ＳＫ：Ｐｒｅ－Ｓｈａｒｅ　Ｋｅｙ　ｍｏｄｅ）、または同様のものの１つとすることが
できる。セキュリティ鍵は、１６進数の列、ビット列、および同様のものとすることがで
きる。セキュリティ鍵は、Ｗｉ－Ｆｉデバイスが、鍵導出関数を用いて暗号化鍵をそこか
らさらに導出できる情報（例えば、パスフレーズ）に相当することができる。
【００６２】
　ＷＬＡＮアクセスノード（ＷＬＡＮ　ＡＮ）と３ＧＰＰコアネットワーク（３ＧＰＰ　
ＣＮ）の間の接続を確立することができる。３ＧＰＰネットワークは、移動通信ネットワ
ークと呼ぶことができる。このような接続を確立することは、ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵと３Ｇ
ＰＰコアネットワーク（ＣＮ）の間で、認証、認可、および／またはトンネルの確立を含
むことができる。他の３ＧＰＰアクセス技術（例えば、ＬＴＥ、ＷＣＤＭＡ／ＨＳＰＡ）
とは別の独立したアクセス技術であるＷＬＡＮアクセスは、３ＧＰＰ　ＣＮの設備を使用
して、管理者が、関連するデータ転送に関する差別化したＱｏＳおよび／または課金を含
むＷＬＡＮサービスを提供する能力を提供することができる。トラフィックの切換えは、
１または複数の管理者のポリシに基づくことができ、３ＧＰＰコアネットワーク（ＣＮ）
で実施することができる。図２は、３ＧＰＰ　ＣＮおよびＷｉ－Ｆｉオフロードの例示的
な参照アーキテクチャを示す。
【００６３】
　前述の技法は、以下の示唆を有することができる。ＷＬＡＮモジュールは、ＷＴＲＵの
ユニバーサル加入者識別モジュール（Ｕ）ＳＩＭにアクセスすることができる。ＷＬＡＮ
無線インターフェースは、ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵとＷＬＡＮ　ＡＮの間の３ＧＰＰ認証シグ
ナリングに対するサポートを有することができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、例えば、３Ｇ
ＰＰ　ＡＡＡサーバにより維持される３ＧＰＰ　ＣＮでＷＬＡＮにアタッチされる、また
はＷＬＡＮにデタッチされうる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、状態を保持することができ、そ
れをＰＤＰ　ＡＴＴＡＣＨにバインドすることができる。ＷＬＡＮ　ＡＰは、１または複
数のＰＬＭＮに関連付けることができる。ＷＬＡＮ　ＡＮは、ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵに対し
てパケットフィルタを設定することができる。フィルタは、３ＧＰＰ　ＡＡＡサーバから
受け取ることができる。ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵは、ＷＬＡＮ　ＷＴＲＵと、３ＧＰＰ　ＣＮ
のパケットデータゲートウェイ（ＰＤＧ）との間にトンネルを設定するための要求メッセ
ージを３ＧＰＰ　ＣＮに送信することができる。
【００６４】
　無線アクセスネットワークベースのＷｉ－Ｆｉオフロード（例えば、３ＧＰＰ　ＲＡＮ
および／またはＷｉ－Ｆｉオフロード）を実施するためのシステム、方法、および手段を
提供することができる。ＷＬＡＮ　ＡＮアクセスと３ＧＰＰアクセスの間の協調動作のた
めのサポートは、２つのアクセスの間のより厳しい統合を可能にし、３ＧＰＰ　ＣＮの機
能を複製する必要を回避する。ＷＬＡＮ　ＡＮおよび／またはＷＬＡＮ無線インターフェ
ースへの変更を最小化しながら、搬送波集約の形態を提供することができる。例示的な展
開シナリオは、Ｗｉ－Ｆｉ無線と統合された小さな３ＧＰＰセル（例えば、ピコ、フェム
ト、リレー）、またはＷｉ－Ｆｉ無線と統合された遠隔無線要素（ＲＲＨ：Ｒｅｍｏｔｅ
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　Ｒａｄｉｏ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）を含むことができる。
【００６５】
　ＣＮベースのオフローディングを提供することができる。ＣＮベースのオフローディン
グは、例えば、３ＧＰＰ　ＬＴＥとＷｉ－Ｆｉの間、および／またはＨＳＰＡとＷｉ－Ｆ
ｉの間の集約の形態を含むことができる。３ＧＰＰ　ＨＳＰＡ＋Ｗｉ－Ｆｉ集約は、３Ｇ
ＰＰ　ＲＮＣへの変更が必要になりうる。３ＧＰＰ　ＲＡＮおよび／またはＷｉ－Ｆｉオ
フロードは、３ＧＰＰ　ＲＡＮで行うことのできるユーザプレーンデータの分割により特
徴付けることができる。図３は、３ＧＰＰ　ＲＡＮおよびＷｉ－Ｆｉオフロードを示す例
示的な参照アーキテクチャを示す。図３で示すように、３ＧＰＰ　ＲＡＮおよびＷｉ－Ｆ
ｉオフロードは、１または複数の３ＧＰＰ搬送波とＷｉ－Ｆｉ搬送波の間の搬送波集約を
用いることにより達成することができる。Ｗｉ－Ｆｉオフローディングでは、ユーザデー
タの分割は、３ＧＰＰ　ＲＡＮで、例えば、オフロードインターフェース（例えば、Ｘ２
－ＷＩＦＩインターフェース３０４）行うことができる。１または複数の３ＧＰＰ搬送波
と１または複数のＷｉ－Ｆｉ搬送波との搬送波集約を、例えば、ＭＡＣレイヤで提供する
ことができ、それをＷｉ－Ｆｉ集約と呼ぶことができる。
【００６６】
　１または複数のＷｉ－Ｆｉ制御機能、または１または複数のＡＰを含むことのできる１
または複数のＷｉ－Ｆｉアクセスネットワークを提供することができる。Ｗｉ－Ｆｉ制御
機能は、３ＧＰＰ　ＲＡＮノード（例えば、ｅＵＴＲＡ　ｅＮＢ、ＭＭＥ、ＵＴＲＡノー
ドＢ、もしくはＲＮＣ）に対して統合される、共に位置する、または遠隔にあることがで
きる。Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰは、３ＧＰＰ　ＲＡＮノード（例えば、ｅＵＴＲＡ　ｅＮＢ、Ｍ
ＭＥ、ＵＴＲＡノードＢ、もしくはＲＮＣ）および／またはＷｉ－Ｆｉコントローラに対
して統合される、共に位置する、または遠隔にあることができる。１または複数の３ＧＰ
Ｐおよび／またはＷｉ－Ｆｉオフローディングの例示的なモビリティシナリオを提供する
ことができる。１または複数の例示的なモビリティシナリオを、部分的に、または全体に
組み合わせることができる。本明細書で述べる例示的なモビリティシナリオでは、ＷＴＲ
Ｕが、３ＧＰＰネットワークに接続できるものと見なすことができる。１または複数のＷ
ｉ－Ｆｉエリア間のＷＴＲＵのモビリティは、３ＧＰＰネットワークにより制御されうる
。図４から図８は、３ＧＰＰ　ＲＡＮおよびＷｉ－Ｆｉオフロードアーキテクチャの例を
示すことができる。
【００６７】
　Ｗｉ－Ｆｉオフロードのアクセスおよび／または解放（例えば、ＷＴＲＵがＷｉ－Ｆｉ
通達範囲内に移動する、または範囲外に移動する場合）を提供することができる。図４で
示されるように、ＷＴＲＵ４０２は、例えば、ＲＲＣ接続を介して、３ＧＰＰネットワー
ク４０４と接続することができる。ＷＴＲＵ４０２は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ４０６に接続さ
れていない、またはＷＴＲＵ４０２は、現在のＲＲＣ接続に対するＷｉ－Ｆｉオフロード
に使用できないＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに接続されている可能性がある。図４で示すように、Ｗ
ＴＲＵ４０２が、Ｗｉ－Ｆｉオフロードに使用できるＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ４０６の通達範囲
エリア内に移動したとき、ＷＴＲＵ４０２は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ４０６への接続を開始す
ることができる。ＷＴＲＵ４０２は自律的に、かつ／または３ＧＰＰネットワークの制御
下で接続を開始することができる。
【００６８】
　ＷＴＲＵは、例えば、オフロードのために、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰに接続することができる
。ＷＴＲＵは、オフロードのためにＷｉ－Ｆｉ接続を取り消すことができる。ＷＴＲＵは
、例えば、ＷＴＲＵが、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰの通達範囲外に移動したとき、かつ／またはＷ
ｉ－Ｆｉオフロードに使用できる他のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの通達範囲内にないとき、３ＧＰ
Ｐネットワークに接続された状態に留まることができる。
【００６９】
　接続されるＷｉ－Ｆｉモビリティを提供することができる。図５で示すように、ＷＴＲ
Ｕ５０２は、３ＧＰＰネットワーク５０４と接続され、かつＷｉ－Ｆｉオフロードのため
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に第１のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ５０６と接続することができる。ＷＴＲＵ５０２は、Ｗｉ－Ｆ
ｉ　ＡＰ５０６の通達範囲外に移動し、第２のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ５０８の通達範囲内へと
移動することができる。ＷＴＲＵ５０２は、第２のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ５０８を用いて、Ｗ
ｉ－Ｆｉオフロードのために、そのＷｉ－Ｆｉ接続を維持する、または再確立することが
できる。ＷＴＲＵ５０２は、そのＷｉ－Ｆｉ接続を自律的に、かつ／または３ＧＰＰネッ
トワーク５０４の制御下で再確立することができる。
【００７０】
　Ｗｉ－Ｆｉオフロードと組み合わされた３ＧＰＰモビリティの設定および／または解放
を提供することができる。図６で示すように、ＷＴＲＵ６０２は、３ＧＰＰネットワーク
６０４の第１のサービングセルに接続することができる。ＷＴＲＵ６０２はＷｉ－Ｆｉ　
ＡＰに接続できないか、またはＷＴＲＵ６０２は、現在のＲＲＣ接続に対するＷｉ－Ｆｉ
オフロードに使用できないＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに接続することができる。ＷＴＲＵ６０２が
３ＧＰＰネットワーク６０６の第２のサービングセルの通達範囲エリア内に移動したとき
、ＷＴＲＵ６０２は、現在のＲＲＣ接続に対するＷｉ－Ｆｉオフロードに使用できるＷｉ
－Ｆｉ　ＡＰ６０８の通達範囲エリア内に移動することができる。ＷＴＲＵ６０２は、３
ＧＰＰネットワーク６０６の第２のサービングセルへのハンドオーバを開始することがで
きる。ＷＴＲＵ６０２は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ６０８への接続を開始することができる。
【００７１】
　ＷＴＲＵは、Ｗｉ－ＦｉオフロードのためにＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに接続することができる
。ＷＴＲＵが、３ＧＰＰネットワークの第２のサービングセルの通達範囲エリア内に移動
したとき、ＷＴＲＵは、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰの通達範囲外に移動し、Ｗｉ－Ｆｉ接続を解放
することができる。ＷＴＲＵは、例えば、３ＧＰＰネットワークの第２のサービングセル
が、例えば、３ＧＰＰ　ＲＡＮおよびＷｉ－Ｆｉオフロードにおいて、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ
へのオフロードをサポートしない場合、Ｗｉ－Ｆｉ接続を解放することができる。
【００７２】
　接続されたＷｉ－Ｆｉオフロードを用いて３ＧＰＰモビリティイベントを提供すること
ができる。図７で示されるように、ＷＴＲＵ７０２は、３ＧＰＰネットワークの第１のサ
ービングセル７０４に接続され、かつオフロードのためにＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ７０６に接続
することができる。ＷＴＲＵ７０２は、例えば、ＷＴＲＵ７０２が、３ＧＰＰネットワー
クの第２のサービングセル７０８の通達範囲エリア内に移動したとき、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ
７０６への接続を維持しながら、３ＧＰＰネットワークの第２のサービングセル７０８へ
のハンドオーバを開始することができる。例えば、第２のサービングセル７０８は、例え
ば、３ＧＰＰ　ＲＡＮおよびＷｉ－Ｆｉオフロードの場合、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ７０６への
オフロードをサポートできると見なすことができる。第２のサービングセル７０８は、Ｗ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰ７０６へのオフロードをサポートできると見なすこともできる。
【００７３】
　Ｗｉ－Ｆｉオフロードモビリティを用いる組み合わされた３ＧＰＰモビリティイベント
を提供することができる。図８で示すように、ＷＴＲＵ８０２は、３ＧＰＰネットワーク
の第１のサービングセル８０４に、かつオフロードのために第１のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ８０
６に接続することができる。ＷＴＲＵ８０２が、３ＧＰＰネットワークの第２のサービン
グセル８０８の通達範囲エリア内に移動したとき、ＷＴＲＵはまた、現在のＲＲＣ接続に
対するＷｉ－Ｆｉオフロードに使用できる第２のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ８１０の通達範囲エリ
ア内に移動するはずである。ＷＴＲＵは、３ＧＰＰネットワークの第２のサービングセル
８０８へのハンドオーバを開始し、かつ例えば、同時に、またはある期間（例えば、所定
の期間）内に、第２のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ８１０への接続を開始することができる。
【００７４】
　バックホールリンクとして３ＧＰＰを用いるＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを提供することができる
。図９で示すように、ＷＴＲＵ９０２（例えば、ＵＭＴＳ／ＬＴＥ　ＵＥ）は、Ｗｉ－Ｆ
ｉホスト機能をサポートすることができる。ＷＴＲＵ９０２は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰと同様
に動作することができ、他のＷｉ－Ｆｉ対応の端末にＷｉ－Ｆｉ接続を提供することがで
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きる。ＷＴＲＵ９０２は、例えば、ＵＭＴＳおよび／またはＬＴＥ接続をバックホール９
０６として使用して、Ｗｉ－Ｆｉ端末（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ端末９０４）とインターネッ
トの間でデータを中継することができる。１または複数のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを、例えば、
バスなどの移動する車両に搭載し、例えば、ＵＭＴＳ／ＬＴＥをバックホールとして使用
して、乗車中の客にＷｉ－Ｆｉサービスを提供することができる。
【００７５】
　例えば、３ＧＰＰネットワークからのデータをＷｉ－Ｆｉ接続を介してオフロードする
とき、モビリティ制御に使用できるＷＴＲＵ挙動を記述するためのシステム、方法、およ
び手段が提供される。３ＧＰＰネットワークおよびＷｉ－Ｆｉ　ＡＰのネットワーク挙動
を記述するためのシステム、方法、および手段が提供される。ネットワーク挙動は、ＷＴ
ＲＵに適用可能な方法、システム、および／または手段から独立しうるシステム挙動とす
ることができる。
【００７６】
　Ｗｉ－Ｆｉディスカバリを提供することができる。Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰは、例えば、Ｗｉ
－Ｆｉ　ＡＰがＷＴＲＵにより発見された場合、ユーザプレーンのデータを３ＧＰＰネッ
トワークからオフロードするために使用することができる。このようなＷｉ－Ｆｉディス
カバリは、電力効率がよく、したがって、ＷＴＲＵは、使用可能なＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを求
めて、連続してスキャンする必要がないはずである。ＷＴＲＵがＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを見出
す可能性が高いとき、Ｗｉ－Ｆｉオフローディングが有用もしくは必要であるとき、かつ
／またはＷＴＲＵがネットワークにより命令されたとき、ＷＴＲＵは、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ
を求めてスキャンすることが可能になる。このようなネットワーク制御のディスカバリは
、ＷＴＲＵが電池を急速に、かつ不必要に消耗することを阻止することができる。電池の
消耗は、ユーザにＷｉ－Ｆｉ無線インターフェースを手動でオフさせることになりうる。
ネットワーク支援の情報、および／またはネットワーク制御のディスカバリは、Ｗｉ－Ｆ
ｉディスカバリの電力効率をよくし、かつ制御されていない場合よりも待ち時間を少なく
するのに有用でありうる。
【００７７】
　Ｗｉ－Ｆｉ接続管理を提供することができる。例えば、Ｗｉ－Ｆｉを３ＧＰＰネットワ
ークからデータをオフロードするために使用できるとき、Ｗｉ－Ｆｉ接続は、３ＧＰＰネ
ットワークの制御下におくことができる。Ｗｉ－Ｆｉ接続管理は、例えば、ＷＴＲＵが１
つのＷｉ－Ｆｉ通達範囲エリアから他のものに移動した場合、Ｗｉ－Ｆｉ接続の設定、解
除、および／または変更を含むことができる。３ＧＰＰ制御のＷｉ－Ｆｉ接続管理の１ま
たは複数のシステム、方法、および／または手段を提供することができる。
【００７８】
　Ｗｉ－Ｆｉ接続設定は遅く、時間のかかる認証またはユーザインタラクションを含む可
能性がある。時間のかかる認証は、Ｗｉ－Ｆｉオフローディングの実施に悪影響を与える
おそれがあり、例えば、ＷＴＲＵが１つのＷｉ－Ｆｉ　ＡＰから他のものに接続変更した
とき、サービスの中断を生ずることもある。これらの、および他の理由のために、３ＧＰ
Ｐネットワークを介する事前認証を用いて、Ｗｉ－Ｆｉ接続の設定および／またはハンド
オーバプロセスを高速化する方法、システム、および手段を提供することができる。
【００７９】
　モビリティに関連する測定を提供することができる。ＷＴＲＵは、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ
オフローディングの実施を容易にするために、現在のＷｉ－Ｆｉ接続の品質を監視し、測
定値をネットワークに報告することができる。Ｗｉ－Ｆｉ測定構成および／または報告を
提供することができる。
【００８０】
　１または複数の参照アーキテクチャのためのネットワークシグナリングを提供すること
ができる。Ｗｉ－Ｆｉオフローディングのためのデータ経路分割は、３ＧＰＰシステムの
異なるレイヤで生ずる可能性がある。３ＧＰＰ　ＣＮおよびＷｉ－Ｆｉオフロード参照ア
ーキテクチャに関して本明細書で述べるように、データは、様々なコアネットワークゲー
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トウェイ（例えば、Ｐ－ＧＷ、Ｓ－ＧＷ、Ｌ－ＧＷなど）からオフロードすることができ
る。３ＧＰＰ　ＲＡＮおよびＷｉ－Ｆｉオフロード参照アーキテクチャに関して本明細書
で述べたものなどの集約手法に対して、データは、ＲＡＮ（例えば、ＰＤＣＰ、ＲＬＣ）
で、またはＭＡＣでオフロードすることができる。
【００８１】
　Ｗｉ－Ｆｉオフローディングを行うことのできるレイヤに基づいて、別の態様を考える
ことができる。例えば、Ｗｉ－Ｆｉオフローディングが、コアネットワークのゲートウェ
イで生じた場合、かつ／またはモビリティ制御がＲＡＮノードに含まれる場合、ＲＡＮと
コアネットワークの間の協調を提供することができる。
【００８２】
　Ｗｉ－Ｆｉオフローディングのピンポン現象の回避を提供することができる。サービス
の流れを、ある時間間隔の間ＷＬＡＮへとオフロードし、３ＧＰＰネットワークに切り換
えて戻すことができる。例えば、ＲＡＴ間のパケット交換（ＰＳ）ハンドオーバ、または
回線交換フォールバック（ＣＳＦＢ）中に、ＷＴＲＵは、ＷＬＡＮが、例えば、アクセス
ネットワークディスカバリおよび選択機能（ＡＮＤＳＦ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ
　Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　ａｎｄ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）ポリシに基づ
いて、ターゲットＲＡＴ（例えば、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲ
ＡＮ））よりも高い優先順位を有すると判断することができる。ＷＴＲＵは、１または複
数のサービスの流れをＷＬＡＮへとオフロードすることを開始できる。ＷＴＲＵは、例え
ば、ある時間間隔の後、ＬＴＥに切り換えられて戻ることができる。例えば、Ｅ－ＵＴＲ
Ａが、例えば、ＡＮＤＳＦポリシに従って、ＷＬＡＮよりも高い優先順位を有することが
でき、サービスの流れは、３ＧＰＰへと切り換えて戻されることになる。ピンポン現象は
、不必要なネットワークのシグナリングを生ずるおそれがある。
【００８３】
　Ｗｉ－Ｆｉノードディスカバリを提供することができる。例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰを
求めて測定し、スキャンすることに関連する電池消費量を最小化するために、ＷＴＲＵの
スキャン時間を最小化することができる。測定手続き（例えば、最適化された手続き）、
ディスカバリ、および／または３ＧＰＰ（例えばｅＵＴＲＡまたはＵＴＲＡ）ネットワー
クと統合された／協動するＷｉ－Ｆｉ　ＡＰへの接続を提供することができる。
【００８４】
　ディスカバリ手法、およびディスカバリを開始するためのトリガを提供することができ
る。ＷＴＲＵは、無線アクセスポイントを求めるスキャンをいつトリガするかを判断する
（例えば、自律的に判断する）ことができる。ＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵがＷｉ－Ｆ
ｉスキャンをトリガしたときに、連続的に、かつ／または所与の時間期間で周期的にスキ
ャンを実施することができる。連続的な、かつ／または周期的なスキャンは、ネットワー
クにより構成することができる。ＷＴＲＵは、以下の基準の１または複数に従って、Ｗｉ
－Ｆｉスキャンをトリガして、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰを発見することができる。
【００８５】
　Ｗｉ－Ｆｉスキャンは、Ｗｉ－Ｆｉオフローディングに対するネットワークサポートの
可用性に従ってトリガすることができる。ＷＴＲＵは、それが接続される３ＧＰＰサービ
ングセルが、Ｗｉ－Ｆｉオフローディングをサポートすると判断することができる。例え
ば、ＷＴＲＵは、このような情報を、同報通信されたシステム情報を介して、かつ／また
は専用のＲＲＣシグナリングにより受け取ることができる。
【００８６】
　Ｗｉ－Ｆｉスキャンは、Ｗｉ－ＦｉスキャンのためのＷＴＲＵ構成に従ってトリガする
ことができる。ＷＴＲＵは、例えば、Ｗｉ－Ｆｉスキャン手続きを実施するとき、Ｗｉ－
ＦｉオフローディングをサポートできるＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを決定するための１または複数
のパラメータで構成されうる。例えば、ＷＴＲＵは、例えば、同報通信されたシステム情
報を介して、または専用のＲＲＣシグナリングを用いて構成を受け取ることができる。本
明細書で述べるように、パラメータは、ＷＴＲＵに対する支援情報として使用することが



(21) JP 2017-200218 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

できる。パラメータは、オフローディングのためのＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを発見できることを
ＷＴＲＵに示すことができる。
【００８７】
　Ｗｉ－Ｆｉスキャンは、Ｗｉ－Ｆｉオフローディングをサポートできる、または統合さ
れたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを有する３ＧＰＰネットワークとＲＲＣ接続を確立できたとき、ト
リガされうる。
【００８８】
　Ｗｉ－Ｆｉスキャンは、地理的な位置でトリガすることができる。例えば、ＷＴＲＵは
、それが、内部データベースに記憶された情報により、３ＧＰＰＷｉ－Ｆｉオフロードま
たは集約が利用可能でありうるエリア内にあることを判断することができる。データベー
スは、ＷＴＲＵの内部フットプリント（例えば、位置およびＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ）、ネット
ワークで提供されるデータベースおよび位置情報、またはアプリケーションベースの位置
情報のうちの１または複数を含むことができる。ＷＴＲＵは、前の経験（例えば、一定の
閾値を超える前の測定値、スキャン手続きなど）に基づいて内部のフットプリントを更新
する（例えば、自律的に更新する）ことができる。
【００８９】
　Ｗｉ－Ｆｉスキャンは、手動の選択により、かつ／または利用可能なデータ量により、
トリガすることができる。例えば、ユーザは、Ｗｉ－Ｆｉの手動選択を開始する、または
終了することができる。ＷＴＲＵの内部のアップリンクバッファレベルは、（例えば、構
成された）閾値を超えて増加する可能性がある。
【００９０】
　Ｗｉ－Ｆｉスキャンは、送信に利用可能なデータに対する遅延量によりトリガすること
ができる。例えば、ＷＴＲＵの内部のアップリンクバッファにおけるデータに対するキュ
ーイング遅延（例えば、最大のキューイング遅延）は、閾値（例えば、事前に構成された
閾値）を超えて増加する可能性がある。キューイング遅延は、それが（例えば、送信ウィ
ンドウを介して）実際に送信できる前に、送信に利用可能になったパケットに対する平均
待ち時間、バッファ中の行頭パケットが受ける遅延、または他の同様の測定値のうちの１
または複数とすることができる。パケットは、パケットデータコンバージェンスプロトコ
ル（ＰＤＣＰ：Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）
サービスデータユニット（ＳＤＵ）とすることができる。遅延は、対応するＰＤＣＰパケ
ットデータユニット（ＰＤＵ）を送信したときのＰＤＣＰ　ＳＤＵ破棄タイマの開始以来
の期限が終了した時間とすることができる。遅延は、例えば、対応するＳＤＵ　破棄タイ
マの期限終了による、ＰＤＣＰ　ＳＤＵの破棄などのイベントとすることができる。例え
ば、Ｗｉ－Ｆｉインターフェースにオフロードされうるデータベアラに対応するパケット
について。
【００９１】
　Ｗｉ－Ｆｉスキャンは、送信速度の減少により、かつ／または３ＧＰＰ無線インターフ
ェース上の輻輳の検出により、トリガすることができる。例えば、ＷＴＲＵの送信（例え
ば、アップリンク）速度は、閾値（例えば、構成された閾値）より低く減少する可能性が
あり、したがって、能動的なサービスのＱｏＳを維持するためには、より多くの資源が有
用となりうる。ＷＴＲＵは、例えば、同報通信チャネル上の指示、またはＢＬＥＲ、ＰＥ
Ｒの変化、またはユーザプレーン送信に対するキューイング遅延を受け取ることにより、
３ＧＰＰインターフェースが輻輳しているかどうかを判断することができる。
【００９２】
　Ｗｉ－Ｆｉスキャンは、構成された無線ベアラのタイプ、および／または電力使用量、
および／または電池レベルによりトリガできる。例えば、ＷＴＲＵはＷｉ－Ｆｉオフロー
ドのために少なくとも１つの無線ベアラを用いて構成することができる。ＷＴＲＵは、そ
の電力状態が一定の閾値を超えており、したがって、それは、Ｗｉ－Ｆｉスキャンを実施
して、Ｗｉ－Ｆｉオフロードに適したＡＰを発見できると判断することができる。
【００９３】
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　ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが他のＲＡＴアクセスポイントを求めるスキャンを開始できるこ
とを示す制御シグナリングを受け取ることができる。例えば、ネットワークは、ＷＴＲＵ
が、ＷＴＲＵの報告された位置、ＷＴＲＵのモビリティ、ＷＴＲＵの近接性報告、セルが
受ける負荷、ＷＴＲＵサービス要求のうちの１または複数により、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰを求
めるスキャンを実施できると判断することができる。例えば、ネットワークは、ＷＴＲＵ
が、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰの潜在的な近傍にあることを検出することができる。ＷＴＲＵは、
３ＧＰＰサービングセルの通達範囲に入りことができる（例えば、ネットワークは、対応
するＷＴＲＵのサービングセルのほぼ通達範囲内にＡＰが存在することに気づくことがで
きる）。ＷＴＲＵは、エリア内の前に在圏したＡＰへの近接性を３ＧＰＰネットワークに
報告することができる。３ＧＰＰネットワークは、所与のサービングセルに接続されたＷ
ＴＲＵが、関連するセルで受けた負荷に応じてオフロードするために、Ｗｉ－Ｆｉディス
カバリを開始できると判断することができる。ＷＴＲＵは、要求された、またはすでにア
クティブなデータ量（例えば、大量のデータ）およびサービスを有する可能性がある。３
ＧＰＰネットワークは、ＷＴＲＵをオフロードすることが有用であり、したがって、Ｗｉ
－Ｆｉ　ＲＡＴに対する測定をトリガできると判断することができる。
【００９４】
　本明細書で述べるように、ＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵの電池消費量を最適化するた
めに、支援情報を記憶する、かつ／または支援情報のセットを明示的に備えることができ
る。Ｗｉ－Ｆｉディスカバリに関する支援情報を提供することができる。ＷＴＲＵは、ネ
ットワーク（例えば、３ＧＰＰベースのネットワーク）から、支援情報を受け取ることが
できる。支援情報は、同報チャネル上で（例えば、サービングセルに関するシステム情報
の一部として）受け取る、または専用のシグナリングを用いて（例えば、モビリティ情報
要素（例えば、ハンドオーバシグナリング）を用いる、もしくは用いないＲＲＣ接続の確
立、またはＲＲＣ接続再構成などのＲＲＣメッセージで）、受け取ることができる。例え
ば、ネットワークは、ＷＴＲＵが、Ｗｉ－Ｆｉスキャン／探索手続きを開始できる（また
はおそらく開始すべきである）と判断したとき、専用のシグナリングを用いて支援情報を
ＷＴＲＵに提供することができる。
【００９５】
　ＷＴＲＵは、受け取った支援情報を使用して、ＷＴＲＵが接続するために使用できるＷ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰを決定することができる。支援情報を用いて、ＷＴＲＵは、探索するため
のチャネルもしくは周波数を、かつ／または例えば、アクティブスキャンの場合に、その
プローブ要求で使用するための情報を判断することができる。支援情報は、ＷＴＲＵに記
憶することができる。例えば、支援情報は、ネットワーク内に前に在圏したＷｉ－Ｆｉノ
ードからの情報に基づき、ＷＴＲＵにより自律的に更新することができる。
【００９６】
　ＷＴＲＵに提供される情報は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰのホワイトリスト、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ
のブラックリスト、周波数帯、チャネルもしくは周波数、スキャンタイプ、プローブ遅延
、アクセスネットワークタイプ、メッシュＩＤ、または技術タイプ（例えば、サポートさ
れる規格のプロトコル）、所与の許可されたＡＰに対する認証に使用されるセキュリティ
情報、さらなるアクセス関連情報、測定閾値、スキャンの周期性、測定する機会、または
位置情報のうちの１または複数を含むことができる。
【００９７】
　Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰのホワイトリストは、ＷＴＲＵがアクセスし、接続を試みることが可
能な１または複数のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを含むことができる。１または複数のＷｉ－Ｆｉ　
ＡＰのそれぞれに対して、例えば、ＳＳＩＤ、ＢＳＳＩＤ、ＢＳＳタイプ、相対的な優先
順位などを含む１または複数のパラメータが提供されうる。移動通信ネットワーク（例え
ば、３ＧＰＰネットワーク）に接続されたＷＴＲＵは、ホワイトリスト中のＡＰを検出し
、それらを移動通信ネットワークに報告することができる。
【００９８】
　Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰのブラックリストは、ＷＴＲＵがアクセスし、かつ／または測定し、
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かつ／または報告することが許可されない１または複数のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを含むことが
できる。ブラックリストに記載されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの１または複数のそれぞれに対し
て、例えば、ＳＳＩＤ、ＢＳＳＩＤ、ＢＳＳタイプなどを含む１または複数のパラメータ
を提供することができる。
【００９９】
　周波数帯は、ＷＴＲＵが使用してスキャンを実施できる周波数の帯域とすることができ
る。ＷＴＲＵは、チャネルおよび／または周波数を使用してスキャンを実施することがで
きる。スキャンは、ＷＴＲＵがＷＬＡＮノードを見出すために使用できるスキャンタイプ
を示すことができる。例えば、スキャンは、パッシブおよび／またはアクティブとするこ
とができる。プローブ遅延は、例えば、アクティブスキャンが使用された場合、ＷＴＲＵ
がプローブ要求の応答を予想することができる遅延（例えば、最大遅延などの）とするこ
とができる。
【０１００】
　許可されたサービス、ＱｏＳ、課金など、アクセスポイントに関するさらなるアクセス
関連情報をＷＴＲＵに提供することができる。さらなるアクセス関連情報は、アクセスポ
イントに接続するのにそれが有用でありうるかどうかを、ＷＴＲＵが判断するのに役立つ
ことができる。
【０１０１】
　測定閾値（例えば、ＲＳＳＩ値）をＷＴＲＵに提供することができる。ＷＴＲＵは、例
えば、許可されたＡＰのリスト中のＡＰの、またはいずれかの検出されたＡＰの測定値が
、測定閾値を超えたとき、測定値（例えば、ＲＳＳＩ値）を移動通信ネットワークに報告
することができる。
【０１０２】
　位置情報をＷＴＲＵに提供することができる。例えば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵにより提
供されうる位置情報に応じて、いつスキャンを開始するかを判断することができる。例え
ば、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが示された位置エリアに入ったとき、スキャンを開始すること
ができる。
【０１０３】
　共用される同報チャネルを介して、支援情報がＷＴＲＵに提供されうる。例えば、情報
は、同報通信されたシステム情報の一部として、または（例えば、本明細書で述べる）Ｒ
ＲＣ測定構成の一部などの専用のシグナリングを用いて、またはＲＲＣメッセージを介し
て受け取ることができる。ＷＴＲＵは支援情報を受け取り、Ｗｉ－Ｆｉ情報を開始する、
かつ／または構成することができる。支援情報は、本明細書で述べる情報要素の１または
複数を一覧にし、かつ／または示す。ＲＲＣメッセージは、Ｗｉ－Ｆｉ特有のメッセージ
または要求メッセージを搬送することができる。コンテナを搬送するこのＲＲＣメッセー
ジを受け取ると、ＷＴＲＵは、この情報をＷｉ－Ｆｉプロトコルスタックへと渡してメッ
セージを処理し、それに応じて動作することができる。
【０１０４】
　他のＲＡＴに関する情報を含むＲＲＣメッセージを受け取ると、ＷＴＲＵは、電力をア
ップする、もしくは省電力モード外に移ることの１または複数を実施し、スキャン手続き
を開始し、または後で使用するために受け取った情報を記憶することができる。ＷＴＲＵ
は、例えば、スキャンを開始するために、省電力モード外に移ることができる。例えば、
ＷＴＲＵは、スキャンタイプに従ってスキャン手続きを開始することができる。スキャン
タイプは、要求中で構成もしくは示される、または本明細書で述べるパラメータなど、Ｒ
ＲＣメッセージ中の１または複数のパラメータに従って提供されうる。
【０１０５】
　ＬＴＥ　ＷＴＲＵは、コンテナ（例えば、透過コンテナ（ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　ｃ
ｏｎｔａｉｎｅｒ））を受け取り、かつ透過コンテナの情報を、Ｗｉ－Ｆｉエンティティ
に、ステーション管理エンティティ（ＳＭＥ：Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　
Ｅｎｔｉｔｙ）に、またはＷｉ－ＦｉプロトコルのＭＡＣレイヤに直接転送することがで
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きる。透過コンテナ中の情報は、ＭＬＭＥ－ＳＣＡＮ．要求メッセージに相当することが
できる。ＳＭＥは、メッセージ中の情報を使用して、ＭＡＣに対するＭＬＭＥ－ＳＣＡＮ
．要求を作成および生成することができる。このメッセージに応じて、ＷＴＲＵは、例え
ば、メッセージ中で提供される情報に従って、スキャンを開始することができる。
【０１０６】
　発見されたＷｉ－Ｆｉノードの報告は、ＷＴＲＵにより提供することができる。ＷＴＲ
Ｕは、要求中で示されたチャネルに関する、または１または複数の利用可能なチャネルに
関する報告を実施することができる。これは、要求の受取り、またはＷｉ－Ｆｉディスカ
バリを開始した他のイベントの後に続いて行うことができる。ＷＴＲＵは、少なくとも１
つの許可された基本サービスセット（ＢＳＳ）またはＡＰを検出すると、１または複数の
検出されたＢＳＳのリストを集計し、かつ３ＧＰＰ接続を用いてネットワークにリストを
報告することができる。報告は、ＢＳＳＩＤのリスト、ＳＳＩＤのリスト、ＢＳＳタイプ
、ＢＳＳが検出できるチャネル番号、インフラストラクチャタイプ、セキュリティモード
、または検出されたＢＳＳの測定情報（例えば、ＲＳＳＩ値）のうちの１または複数を含
むことができる。
【０１０７】
　ＷＴＲＵは、ＲＲＣメッセージ中で報告を送信することができる。検出されたＢＳＳを
提供することができる（例えば、明示的に提供することができる）、またはＲＲＣメッセ
ージ中で（例えば、本明細書で述べるＷｉ－Ｆｉ測定報告の一部として）示すことができ
る。報告を含むＲＲＣメッセージは、透過コンテナを搬送することができる。透過コンテ
ナは、Ｗｉ－Ｆｉプロトコルを理解できるネットワークエンティティに渡すことができる
。例えば、ネットワークエンティティにおいて、このような報告を受け取ることは、本明
細書で述べるものなどの認証プロセスを開始することができる。例えば、透過コンテナは
、ＭＬＭＥ－ＳＣＡＮ．確認メッセージ、または実際のプリミティブに類似した構造に相
当することができる。Ｗｉ－ＦｉのＭＡＣエンティティは、ＭＬＭＥ－ＳＣＡＮ．確認メ
ッセージを集計し、それをＲＲＣメッセージに付加して、確認および事前認証のためにネ
ットワーク側へ移送することができる。
【０１０８】
　ＲＲＣ測定報告は、Ｗｉ－Ｆｉに関連する測定を含むことができる。ＲＲＣ測定報告は
、近隣のセル、周波数、および／またはＲＡＴに関する１または複数のＬＴＥ測定を含む
ことができる。
【０１０９】
　ＷＴＲＵは、例えば、許可されたＢＳＳまたはＡＰの少なくとも１つが検出されたとき
、報告を開始することができる。ＷＴＲＵは、例えば、ネットワークへの報告量を最小化
するために、許可されたＢＳＳ（例えば、許可されたＢＳＳ）をトリガする、または報告
中に含めることができる。許可できるＢＳＳは、許可できるとしてネットワークにより構
成された（例えば、ＲＲＣメッセージで（例えば、初期構成時に）、ＮＡＳメッセージに
より、かつ／またはＷＴＲＵ　ＳＩＭで事前構成された）少なくとも１つのＢＳＳに相当
することができる。
【０１１０】
　ＷＴＲＵは、信号品質またはチャネル品質が閾値を超えるとき、検出された、かつ／ま
たは許可されたＢＳＳを報告することができる。このような閾値は、ネットワークにより
構成できる。ＷＴＲＵは、検出され許可されたＢＳＳを報告する（例えば、周期的に報告
する）ように、３ＧＰＰネットワークにより構成することができる。ＷＴＲＵは、イベン
トでトリガされる測定の報告を行うようにネットワークにより構成することができる。構
成は、例えば、報告をトリガできる（またはおそらくトリガすべき）とき、イベントがト
リガされうるＢＳＳ、セル品質を含むことができる。Ｗｉ－Ｆｉ特有のイベントに対する
測定のセットを導入することができる。イベントは、例えば、許可されたＢＳＳの検出（
例えば、閾値を超えるチャネル品質を有する許可されたＢＳＳの検出）、もはや望ましい
チャネル品質ではない、もしくもはや検出可能ではないＢＳＳの検出、構成された閾値よ
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り低いサービングＢＳＳのチャネル品質もしくは有効なデータ速度の検出、またはサービ
ングＢＳＳよりも良好なチャネル品質（例えば、構成されたオフセットにより）を有する
ＢＳＳの検出を含む、１または複数の条件に従ってトリガすることができる。
【０１１１】
　ＷＴＲＵは、発見されたＢＳＳと接続し、かつ認証するように試みる（例えば、自律的
に試みる）ことができる。ＢＳＳは、許可されたＢＳＳのリスト中に存在することができ
、またはＷＴＲＵは、ＢＳＳに対する肯定的なプローブ応答を受け取ることができる。Ｗ
ＴＲＵは、ＷＴＲＵが認証しようと試みているＢＳＳまたはＷＴＲＵが接続できているＢ
ＳＳを示す報告を、３ＧＰＰネットワークに送ることができる。報告は、本明細書で述べ
る報告と同様の要素を示すことができる。３ＧＰＰネットワークは、このような報告を使
用して、トラフィックのオフローディングまたは集約のためにデータをどこに経路指定す
べきかを判断することができる。
【０１１２】
　ＷＴＲＵは、Ｗｉ－Ｆｉ情報を報告することができる。Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ機能をサポー
トでき、かつＷｉ－Ｆｉ接続を、例えば、他のＷＴＲＵまたはＷｉ－Ｆｉ端末に提供でき
るＷＴＲＵの場合、ＷＴＲＵは、この機能および関連するＷｉ－Ｆｉ情報を、例えば、Ｗ
ＴＲＵがｅＮＢとＬＴＥ接続を確立したとき、ｅＮＢに報告することができる。ＷＴＲＵ
によりｅＮＢに報告されうるＷｉ－Ｆｉ情報は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ機能をサポートするＷ
ＴＲＵの機能、ＷＴＲＵのＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ機能のオン／オフ状況、またはＷＴＲＵのＷ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰの設定のうちの１または複数を含むことができる。ＷＴＲＵのＷｉ－Ｆｉ
　ＡＰの設定は、例えば、以下の１または複数を含むことができる、すなわち、ＷＴＲＵ
のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰのＳＳＩＤ、ＢＳＳＩＤ、および／またはＢＳＳタイプ、ＷＴＲＵの
ＡＰがサポートできる帯域およびチャネル、セキュリティモード、アクセスネットワーク
のタイプ（例えば、パーソナル、公開、緊急など）、場所情報（例えば、家庭、バス、列
車など）、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ機能がオンの場合の負荷状況、他の情報などである。情報は
、例えば、ＲＲＣ接続設定中に、例えば、ＲＲＣ接続要求メッセージ、ＲＲＣ接続設定完
了メッセージ、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージなどのメッセージにおいて、ＷＴＲＵか
らｅＮＢへと報告することができる。情報は、ＲＲＣ接続の存続期間中に、測定報告など
の１または複数のＲＲＣメッセージで報告することができる。他のＲＲＣメッセージをこ
の目的に使用することができる。ＡＰの負荷状況などの動的な情報に関しては、ＷＴＲＵ
は、このような情報を報告する（例えば、周期的に報告する）ことができる。
【０１１３】
　報告（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ情報を含む）は、ハンドオーバ手続きと関連付けて送ること
ができるが、例えば、その場合、ＷＴＲＵは、ＲＲＣ接続をターゲットｅＮＢと確立しよ
うとしたとき、情報をターゲットｅＮＢに報告することができる。報告は、ＷＴＲＵが、
例えば、ＲＲＣ再確立メッセージにおいてｅＮＢに情報を報告できる、例えば、ＲＲＣ再
確立で送ることができる。ｅＮＢは、例えば、ネットワークが、ＷＴＲＵからＷｉ－Ｆｉ
情報報告を受け取るとき、ＷＴＲＵに提供されるディスカバリ支援情報に、ＡＰ情報（例
えば、新しいＡＰ情報）を加えることができる。ディスカバリ支援情報は、例えば、同報
通信および／または専用のシグナリングを介して提供されうる。
【０１１４】
　Ｗｉ－Ｆｉ接続管理を提供することができる。３ＧＰＰネットワークを介するＷｉ－Ｆ
ｉ事前認証を提供することができる。例えば、ＷＰＡ、ＷＰＡ２．０、またはＨｏｔＳｐ
ｏｔ２．０を含む認証方法をサポートするＷｉ－Ｆｉシステムでは、例えば、８０２．１
Ｘおよび／またはＥＡＰを含む認証方法を提供することができる。８０２．１ｘ／ＥＡＰ
は、サプリカント（例えば、ＷＴＲＵ）と認証者（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ）の間で交
換されるいくつかの認証フレームを含むことができる。８０２．１ｘ／ＥＡＰは、認証の
ためのＲＡＤＩＵＳサーバおよび／またはＨＳＳを含むことができる。８０２．１ｘ／Ｅ
ＡＰ認証は、時間がかかる可能性があり、ＷＴＲＵがデータの送信および／または受取り
を開始できる前に、遅延を生ずるおそれがある。８０２．１ｘ／ＥＡＰ認証は、ＷＴＲＵ
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が、新しいＷｉ－Ｆｉ　ＡＰと再アソシエーションを試みるとき、サービスの中断を生ず
るおそれがある。
【０１１５】
　ＷＴＲＵが、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰへのアクセスを試みたときに３ＧＰＰネットワークと接
続されている場合、ＷＴＲＵは、ターゲットＡＰとの８０２．１ｘ／ＥＡＰ認証を完了し
、ＷＴＲＵがターゲットＷｉ－Ｆｉ　ＡＰと関連付けられる前に、マスター鍵を用意する
ことができる。３ＧＰＰネットワーク接続が使用され、ＷＴＲＵおよびターゲットＡＰが
８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームを交換するためのチャネルが提供されうる。３ＧＰＰネッ
トワークは、８０２．１ｘ／ＥＡＰ認証に対して透過性がありうる。３ＧＰＰネットワー
クは、ターゲットＡＰと安全な接続を有することができる、ＡＰは３ＧＰＰ　ＲＡＮノー
ドと統合することができる、および／またはＡＰと３ＧＰＰネットワークの間に安全なＩ
Ｐ接続（例えば、ＩＰＳｅｃトンネル）が存在しうると見なすことができる。ターゲット
Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰは、ＩＰパケットにおける８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームを扱うことが
できる。ＷＴＲＵは、例えば、制御プレーン（例えば、ＲＲＣまたはＮＡＳ）および／ま
たはユーザプレーンを用いて、８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームを送信し、かつ／または受
け取ることができる。例えば、３ＧＰＰネットワークは、８０２．１ｘ／ＥＡＰフレーム
をＷＴＲＵから受け取ることができる。３ＧＰＰは、逆も同様であるが、例えば、安全な
ＩＰ接続を用いて、８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームをターゲットＡＰに転送することがで
き、その場合、同じ原理を、ＷＴＲＵに８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームを送信するために
適用することができる。例えば、ＷＴＲＵがＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに関連付けられた場合、ま
たはＷＴＲＵがいずれのＷｉ－Ｆｉ　ＡＰとも接続されない場合、３ＧＰＰネットワーク
による事前認証を適用することができる。
【０１１６】
　図１０は、３ＧＰＰネットワークによるＷｉ－Ｆｉ事前認証の例を示す。８０２．１ｘ
／ＥＡＰフレームを搬送するために、３ＧＰＰネットワークがＷＴＲＵ１００２とターゲ
ットＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ１００８との間にチャネルを提供する１または複数の方法を示すシ
ステム、方法、および手段を提供することができる。１または複数の方法は、ターゲット
ＡＰが３ＧＰＰネットワークにどのようにして接続されうるか、かつ／またはどの３ＧＰ
Ｐエンティティが、ターゲットＡＰへの接続を有することができるかに基づくことができ
る。例えば、ユーザプレーン法および／または制御プレーン法を提供することができる。
【０１１７】
　既存のＰＤＮ接続をユーザプレーンで再使用することができる。図１０で示すように、
ＷＴＲＵは、８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームをＩＰパケットで送信するために、既存のＰ
ＤＮ接続（例えば、ＰＤＰコンテキスト、ＥＰＳベアラなど）を使用することができる。
例えば、ターゲットＡＰは、ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）を介して３ＧＰＰネット
ワークに接続することができ、またＷＴＲＵは、Ｌ－ＧＷへの確立したベアラを有するこ
とができる。ＷＴＲＵは、そのベアラ上で８０２．１ｘ／ＥＡＰパケットを送ることがで
き、またＬ－ＧＷは、それらをターゲットＡＰへと経路指定することができる。ネットワ
ークは、ＷＴＲＵにターゲットＡＰのＩＰアドレスを提供することができる。
【０１１８】
　専用のＰＤＮ接続をユーザプレーンに設定することができる。ＷＴＲＵは、事前認証目
的に専用のＰＤＮ接続（例えば、ＰＤＰコンテキスト、ＥＰＳベアラなど）の確立を開始
することができる。例えば、ＡＰＮ（例えば、特別のＡＰＮ）を、ネットワークへのサー
ビス要求で提供することができ、したがって、ネットワークは、接続を他のものと区別し
、それをターゲットＡＰとの接続に対応付けることができる。ＷＴＲＵは、８０２．１ｘ
／ＥＡＰフレームをＩＰパケットにカプセル化することができ、またはＷＴＲＵは、生の
フレームを特別のＰＤＮ接続上で直接送信することができる。
【０１１９】
　例えば、特別のＤＲＢなどの専用の無線ベアラをユーザプレーンで使用することができ
る。例えば、対応するＰＤＰコンテキストを有しないＤＲＢ、またはＥＰＳベアラは、例
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えば、ターゲットＡＰが３ＧＰＰ　ＲＡＮに統合された場合、またはＲＡＮへの直接接続
を有する場合、８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームを搬送するように作成することができる。
３ＧＰＰ　ＲＡＮは、ＤＲＢを構成するために、ＱｏＳポリシ（例えば、ローカルＱｏＳ
ポリシ）を使用することができる。
【０１２０】
　直接経路の制御プレーンシグナリング（例えば、ＮＡＳおよび／またはＲＲＣ）を提供
することができる。８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームは、ＷＴＲＵと３ＧＰＰネットワーク
エンティティ（例えば、ｅＮＢ／ノードＢ、ＭＭＥ、および／またはＳＧＳＮのうちの１
つ）との間のＮＡＳおよび／またはＲＲＣメッセージで搬送されうる。プロキシベースの
制御プレーンシグナリングを提供することができる。例えば、８０２．１ｘ／ＥＡＰプロ
キシなどのエンティティ（例えば、論理関数エンティティ）を使用して、ＮＡＳまたはＲ
ＲＣメッセージから８０２．１ｘ／ＥＡＰ情報を取り出すことができる。プロキシは、Ｉ
Ｐパケットに８０２．１ｘ／ＥＡＰ情報をカプセル化することができ、それらをターゲッ
トＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに転送することができ、逆も同様である。８０２．１ｘ／ＥＡＰプロ
キシは、例えば、標準化された、かつ／または所有権のあるインターフェースによりアク
セス可能な別個のノードとして、または既存の標準化されたノードの一部として実施する
ことができる。例えば、シグナリング無線ベアラ（ＳＲＢ）などの専用の無線ベアラを提
供することができる。専用のＳＲＢは、例えば、ターゲットＡＰが３ＧＰＰ　ＲＡＮに統
合された場合、またはＲＡＮへの直接接続を有する場合、８０２．１Ｘ／ＥＡＰフレーム
を搬送するために使用することができる。
【０１２１】
　３ＧＰＰ手続きを用いる事前認証を提供することができる。事前認証は、ＷＴＲＵによ
り、またはネットワーク（ＮＷ）により開始することができる。ＷＴＲＵは、以下の方法
の１または複数で、事前認証を開始することができる。ＷＴＲＵは、事前認証を開始する
（例えば、自律的に開始する）ことができる。ＷＴＲＵは、１または複数のターゲットＡ
Ｐが事前認証のためにアドバタイズされたサポートを有する場合、事前認証を開始するこ
とができる。ＷＴＲＵは、３ＧＰＰネットワークがＷｉ－Ｆｉ事前認証に対するサポート
を示す場合、事前認証を開始することができる。ＷＴＲＵは、例えば、３ＧＰＰネットワ
ークがサポートを示さない場合、エラーメッセージ、または代替的認証のためのパラメー
タを受け取ることができる。ＷＴＲＵは、８０２．１ｘ／ＥＡＰ認証を使用できるターゲ
ットＡＰと事前認証を開始することができる。
【０１２２】
　図１０で示されるように、ＷＴＲＵ１００２は、Ｗｉ－Ｆｉ事前認証要求メッセージを
３ＧＰＰネットワーク１００４もしくは同様のものに送ることによって事前認証を開始す
ることができる。要求メッセージは、ＮＡＳもしくはＲＲＣメッセージ、またはＮＡＳも
しくはＲＲＣメッセージにおける情報要素（ＩＥ）とすることができる。事前認証要求は
、ターゲットＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ１００８の識別（例えば、ＢＳＳＩＤ）、および／または
現在接続されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの識別を含むことができる。
【０１２３】
　３ＧＰＰネットワークは、例えば、３ＧＰＰネットワークが、ＷＴＲＵからＷｉ－Ｆｉ
事前認証要求を受け取ったとき、事前認証要求が、所与のターゲットＡＰに対してサポー
トされているかどうかを判断することができる。例えば、ネットワーク１００４は、ター
ゲットＷｉ－Ｆｉノードが知られている、かつ／またはアクセス可能であるかどうか、ネ
ットワークがターゲットＷｉ－Ｆｉノードへのインターフェースおよび／または接続を設
定できるかどうか、かつ／またはネットワークがターゲットＷｉ－Ｆｉノードへの接続を
有するかどうかを判断することができる。ネットワークは、例えば、ターゲットＷｉ－Ｆ
ｉが知られているが、確立された接続がない場合、ターゲットＷｉ－Ｆｉノードへのイン
ターフェースおよび／または接続の設定を開始することができる。ネットワーク１００４
は、ＮＡＳおよび／またはＲＲＣ確認／拒否メッセージをＷＴＲＵ１００２に送ることに
より、要求を確認または拒否することができる。ＷＴＲＵ１００２は、ＮＡＳもしくはＲ
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ＲＣ確認および／または拒否メッセージを受け取ることができる。確認メッセージは、タ
ーゲットＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ１００８のＩＰアドレスを提供することができる。拒否メッセ
ージは、拒否の理由を示すことができる。
【０１２４】
　ＮＷで開始される事前認証を提供することができる。例えば、ＷＴＲＵが、そのＷＴＲ
Ｕ機能の一部として事前認証に対するサポートを示した場合、ＷＴＲＵは、ＮＷから、Ｎ
ＡＳまたはＲＲＣ　Ｗｉ－Ｆｉ事前認証コマンドメッセージもしくは同様のものを受け取
ることができる。ＷＴＲＵは、例えば、３ＧＰＰネットワークとのＲＲＣ接続を確立する
ことに関連する指示を、またはネットワークワークにより受け取られたＷｉ－Ｆｉ関連機
能を求める要求に従った指示を提供することができる。例えば、ＮＷは、ＮＡＳまたはＲ
ＲＣ　Ｗｉ－Ｆｉ事前認証コマンドメッセージもしくは同様のものをＷＴＲＵに送ること
により、事前認証を開始することができる。ＮＷは、事前認証をサポートするターゲット
Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ）と事前認証を開始することができる。Ｗ
ＴＲＵは、事前認証を（例えば、測定報告の一部として）サポートするＡＰのリストをＮ
Ｗに送信することができる。ＮＷは、このような情報を運用および保守（Ｏ＆Ｍ：ｏｐｅ
ｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）により取得することができる。ＮＷは
、例えば、ＷＴＲＵの機能情報で示されるように事前認証をサポートするＷＴＲＵに対し
て事前認証を開始することができる。事前認証コマンドは、ターゲットＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ
の識別（例えば、ＢＳＳＩＤ）またはターゲットＷｉ－Ｆｉ　ＡＰのＩＰアドレスのうち
の１または複数を提供することができる。
【０１２５】
　ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵで開始される事前認証を確認できるＮＷからの応答を受け取るこ
とができる。ＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵが、ＮＷで開始される認証コマンドを受け取
ったとき、確認をＮＷに送ることができる。ＷＴＲＵは、既存のユーザプレーン接続を介
して、または制御プレーンシグナリング経路を用いて、ターゲットＷｉ－Ｆｉ　ＡＰとの
８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームの交換を開始することができる、かつ／またはＷＴＲＵお
よびＮＷは、例えば、事前認証がユーザプレーン上で行われる場合、ユーザプレーン接続
の確立を開始し、確立された接続を介して８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームの交換を開始す
ることができる。
【０１２６】
　ＷＴＲＵは、例えば、ＮＡＳもしくはＲＲＣ　Ｗｉ－Ｆｉ事前認証報告メッセージまた
は同様のものを送ることにより、８０２．１ｘ／ＥＡＰの結果をＮＷに報告することがで
きる。報告メッセージは、事前認証の結果（例えば、成功または失敗）、失敗の原因、ま
たはターゲットＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの識別（例えば、ＢＳＳＩＤ）のうちの１または複数を
含むことができる。ネットワークは、事前認証の結果を使用して、１または複数のＡＰと
のＷｉ－Ｆｉ接続確立を制御し、かつ／または管理することができる。認証が失敗したＷ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰは、Ｗｉ－Ｆｉ接続確立のためのターゲットＡＰと見なすことはできない
。
【０１２７】
　図１１は、３ＧＰＰネットワークを介するＷｉ－Ｆｉ事前認証の例を示す。図１１で示
すように、ＷＴＲＵ１１０６は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ（例えば、新しいＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ）
１１０４を検出することができる。１１０８で、ＷＴＲＵ１１０６は、３ＧＰＰネットワ
ーク１１０２にＷｉ－Ｆｉ測定報告を送ることができる。測定報告は、１または複数の検
出されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの識別を含むことができる。３ＧＰＰネットワーク１１０２は
、検出されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを、ＷＴＲＵ１１０６がデータオフローディングに使用で
きるかどうかを検証することができ、かつＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ１１０４に関連付けるように
ＷＴＲＵ１１０６に指令することができる。１１１０で、３ＧＰＰネットワーク１１０２
は、ＷＴＲＵ１１０６にコマンドメッセージを送ることによりＷＴＲＵ１１０６をトリガ
して、このＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ１１０４との事前認証を実施させることができる。
【０１２８】
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　１１１２で、ＷＴＲＵ１１０６は、サービス要求メッセージを送ることにより、ベアラ
設定を開始することができる。正しいベアラを設定するためにアクセスポイント名（ＡＰ
Ｎ）を使用することができる。１１１４で、３ＧＰＰベアラを設定することができる。１
１１６で、ＷＴＲＵ１１０６および３ＧＰＰネットワーク１１０２は、ベアラを使用して
８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームを搬送することができる。ＷＴＲＵ１１０６および３ＧＰ
Ｐネットワーク１１０２は、８０２．１ｘ／ＥＡＰフレームを交換することができる。１
１１８で、３ＧＰＰネットワーク１１０２は、ＥＡＰフレームをＷＴＲＵとターゲットＷ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰ１１０４との間で転送することができる。１１２０で、ＷＴＲＵ１１０２
は、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ事前認証が成功裏に完了し、１次鍵がＷＴＲＵ１１０６にインス
トールされた場合、３ＧＰＰネットワークに確認報告を送ることができる。１１２２で、
３ＧＰＰネットワーク１１０２は、ＷＴＲＵ１１０６に指示してＡＰと関連付けることが
できる。ＷＴＲＵ１１０６は、８０２．１Ｘ／ＥＡＰ認証をスキップして、アソシエーシ
ョンの後に、４ウェイハンドシェイク（４－ｗａｙ　ｈａｎｄｓｈａｋｅ）を続けること
ができる。
【０１２９】
　３ＧＰＰネットワーク支援のＷｉ－Ｆｉ接続を提供することができる。ＷＴＲＵは、３
ＧＰＰネットワークから好ましい候補Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰのリストを受け取ることができる
。ＷＴＲＵは、好ましいリストからターゲットＡＰを選択することができる。ネットワー
クで提供される候補ＡＰ情報は、候補ＡＰの識別（例えば、ＳＳＩＤ、ＢＳＳＩＤなど）
、候補ＡＰのチャネル番号、または候補ＡＰの優先順位（例えば、複数のＡＰが一覧にさ
れている場合）のうちの１または複数を含むことができる。ネットワークで提供される候
補ＡＰ情報は、アソシエーション制御パラメータ（例えば、プローブ応答を待つためのタ
イマ）、候補ＡＰのセキュリティ情報、候補ＡＰの課金情報、または候補ＡＰに関する事
前認証構成情報のうちの１または複数をさらに含むことができる。
【０１３０】
　ＷＴＲＵは、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ信号強度、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ信号の優先順位、
前に接続されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰの機能を含む１または複数の基準に
基づいてＷｉ－Ｆｉ　ＡＰを選択することができる。ＷＴＲＵは、最も信号強度の高いＷ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰを選択することができる。ＷＴＲＵは、最も高い優先順位を有するＷｉ－
Ｆｉ　ＡＰを選択することができる。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが前に接続されたことのある
Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰを選択することができる。Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰの機能は、例えば、サポー
トされる送信速度、例えば、仕様リリース（ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｌｅａｓ
ｅｓ）などのサポートされる機能、または同様のものを含むことができる。ＷＴＲＵはま
た、アクセスが許可されないＡＰのブラックリストをＮＷから受け取ることができる。
【０１３１】
　ＷＴＲＵは、候補ＡＰリストを、同報通信チャネル上で（例えば、サービングセルに関
するシステム情報の一部として）受け取ることができる、または候補ＡＰリストは、専用
のシグナリングを用いて（例えば、ＲＲＣメッセージで、もしくはＮＡＳメッセージで）
受け取ることができる。
【０１３２】
　ＷＴＲＵ（またはＮＷ）は、ＷＴＲＵが、例えば、本明細書で述べるように、関連する
Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰとの関連付けを開始できる前に、ターゲットＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに対する
事前認証を開始することができる。
【０１３３】
　３ＧＰＰネットワーク制御のＷｉ－Ｆｉ接続を提供することができる。図１２は、３Ｇ
ＰＰネットワーク制御のＷｉ－Ｆｉ接続の例を示す。図１２で示すように、ＷＴＲＵ１２
０６は、移動通信ネットワーク（例えば、３ＧＰＰネットワーク）１２０２に接続するこ
とができる。ＷＴＲＵ１２０６は、３ＧＰＰネットワーク１２０２から制御シグナリング
を受け取ることができる。制御シグナリングは、Ｗｉ－Ｆｉアソシエーションを確立する
ためのコマンドを含むことができる。ＷＴＲＵは、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰに対して自律的に接
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続することが許可されない可能性がある。ＷＴＲＵは、３ＧＰＰネットワークから、ある
モード（例えば、３ＧＰＰ制御のＷｉ－Ｆｉ接続モードというモード）が好ましいという
指示を受け取ることができる。好ましいモードの指示は、システム情報の一部として、か
つ／または専用のＮＡＳおよび／またはＲＲＣメッセージングとして提供されうる。他の
場合では、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰへのＷＴＲＵの自律的接続が許可されうる。
【０１３４】
　図１２で示すように、１２０８で、ＷＴＲＵ１２０６は、Ｗｉ－Ｆｉ測定報告を送るこ
とができる。Ｗｉ－Ｆｉ測定報告は、検出されたＷｉ－Ｆｉノードのリストを含むことが
できる。１２１０で、ＷＴＲＵ１２０６は、３ＧＰＰネットワーク１２０２からコマンド
（例えば、ｓｔａｒｔ＿Ｗｉ－Ｆｉ＿ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎコマンド）を受け取り、Ｗｉ
－Ｆｉ　ＡＰ１２０４に接続することができる。ＷＴＲＵ１２０６が異なるＷｉ－Ｆｉ　
ＡＰに接続されている場合、コマンドは、Ｗｉ－Ｆｉ接続の変更（例えば、Ｗｉ－Ｆｉハ
ンドオーバ）をトリガすることができる。
【０１３５】
　３ＧＰＰネットワーク１２０２からのｓｔａｒｔ＿Ｗｉ－Ｆｉ＿ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ
コマンドは、１または複数の候補ＡＰの識別（例えば、ＳＳＩＤおよび／またはＢＳＳＩ
Ｄ）、候補ＡＰのチャネル番号、アソシエーションのための１または複数の制御パラメー
タ（例えば、プローブ応答待ち時間のためなどのタイマ）、候補ＡＰのセキュリティ情報
、および／またはＷｉ－Ｆｉ接続手続きのための遅延タイマを含むことができる。ＷＴＲ
Ｕは、遅延タイマを使用してＷｉ－Ｆｉ接続を遅延させることができる。
【０１３６】
　１２１２で、ＷＴＲＵ１２０６は、アソシエーションのためのｓｔａｒｔ＿Ｗｉ－Ｆｉ
＿ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎコマンドの一部として受け取った候補ＡＰの１つを選択すること
ができる。ＷＴＲＵは、例えば、３ＧＰＰネットワークからＷｉ－Ｆｉ接続を開始するた
めのコマンドを受け取る前に、（例えば、本明細書で述べるように）ターゲットＡＰに向
けて事前認証を開始するための構成または要求を受け取っている可能性がある。すでに実
施されていない場合、ＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵがＷｉ－Ｆｉ接続を開始するための
コマンドを受け取ったとき、本明細書で述べるように、ターゲットＡＰと事前認証を開始
することができる。ネットワークは、Ｗｉ－Ｆｉ測定報告、３ＧＰＰネットワークの状態
、ＷＴＲＵの状態、またはＷＴＲＵのモビリティのうちの少なくとも１つに従って、Ｗｉ
－Ｆｉ接続の確立をトリガすることができる。３ＧＰＰは、ＷＴＲＵからＷｉ－Ｆｉ測定
報告を受け取ることができる。例えば、ＷＴＲＵは、適切な、またはよりよいＷｉ－Ｆｉ
候補ＡＰを検出し、報告することができる。３ＧＰＰネットワークは、セルのデータのい
くつかを、Ｗｉ－Ｆｉネットワークによりオフロードできる可能性もあるが、例えば、ネ
ットワーク中のセルもしくはネットワークが輻輳している、かつ／または負荷がかかって
いるかどうか、または輻輳および／または負荷が増加しつつあるかどうかなど、３ＧＰＰ
ネットワークの状態を考慮することができる。３ＧＰＰネットワークは、例えば、ＷＴＲ
Ｕが、Ｗｉ－Ｆｉ接続にオフロードできるサービスを開始しているかどうかなど、ＷＴＲ
Ｕの状態を考慮することができる。３ＧＰＰネットワークは、ＷＴＲＵのモビリティ状態
を考慮することができる、例えば、３ＧＰＰネットワークは、例えば、所与のＷＴＲＵに
対するＷｉ－Ｆｉ接続の管理が、大幅に制御シグナリング負荷を増加させることはないな
ど、ＷＴＲＵのモビリティが所与の閾値より低いと判断することができる。
【０１３７】
　１２１４で、ＷＴＲＵ１２０６は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１２０４とアソシエーションおよ
び／または認証を実施することができる。１２１６で、ＷＴＲＵは、他のＷｉ－Ｆｉ測定
報告を３ＧＰＰネットワークに送ることができる。Ｗｉ－Ｆｉ測定報告は（１２１６で）
、ＷＴＲＵ１２０６により選択された識別、および／または選択されたＡＰへの接続が成
功したか、それとも不成功であったかの指示を含むことができる。
【０１３８】
　ＷＴＲＵは、３ＧＰＰネットワークから接続解除コマンドを受け取り、Ｗｉ－Ｆｉ　Ａ



(31) JP 2017-200218 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

Ｐとの接続を解除することができる。例えば、接続解除コマンドは、Ｗｉ－Ｆｉ測定報告
、ユーザプレーンのスループット測定、３ＧＰＰモビリティイベント、Ｗｉ－Ｆｉオフロ
ーディングを必要としないという３ＧＰＰネットワークの判断、またはＷＴＲＵをＲＲＣ
　ＩＤＬＥモードに移動させる３ＧＰＰネットワークの判断のうちの１または複数により
トリガすることができる。
【０１３９】
　ＷＴＲＵは、例えばＷｉ－Ｆｉ接続品質が閾値より低くなった場合、３ＧＰＰネットワ
ークから接続解除コマンドを受け取ることができる。測定されたパケットエラーレート、
および／またはパケット待ち時間が所与の閾値を超えるなど、例えば、オフロードサービ
スのＱｏＳ要件を、Ｗｉ－Ｆｉ接続によりもはや満たすことができない場合に、接続解除
コマンドがユーザプレーンのスループット測定によりトリガされうる。接続解除コマンド
は、例えばネットワークが３ＧＰＰ測定報告を受け取り、ＷＴＲＵを他のセルへとハンド
オーバしようとするときなどを含む３ＧＰＰモビリティイベントによりトリガされうる。
【０１４０】
　Ｗｉ－Ｆｉ接続および／または接続解除の報告を提供することができる。ＷＴＲＵは、
例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰへの接続が成功した後、かつ／またはＷｉ－Ｆｉ　ＡＰとの接
続を解除した後、３ＧＰＰネットワークに報告することができる。ＷＴＲＵがこのような
報告を送信するがどうかは、ＷＴＲＵの構成における構成された態様とすることができる
。ＷＴＲＵは、接続方法または接続解除方法とは独立して、例えば、自律的に、ユーザの
手動制御により、かつ／または３ＧＰＰネットワーク制御により、ＷＴＲＵがＷｉ－Ｆｉ
　ＡＰに接続されているか、それとも接続が解除されているかとは独立して、このような
報告を実施することができる。
【０１４１】
　ＷＴＲＵは、３ＧＰＰネットワークに接続の失敗を報告することができる。ＷＴＲＵは
、接続の失敗報告に、失敗の原因を含めることができる。接続および／もしくは接続解除
報告、または失敗報告は、例えば、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ＿ＳＥＴＵＰ＿ＣＯＭ
ＰＬＥＴＥ、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ＿ＣＯＭ
ＰＬＥＴＥなどの既存のＮＡＳおよび／またはＲＲＣメッセージの一部である接続／接続
解除報告に専用の１または複数のＮＡＳおよび／またはＲＲＣメッセージに従って、また
はイベントでトリガされるＷｉ－Ｆｉ測定報告の形態で送ることができる。
【０１４２】
　接続および／または接続解除報告は、（例えば、最近）接続されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの
識別、またはＷｉ－Ｆｉ接続のＷｉ－Ｆｉ測定結果の少なくとも一方を含むことができる
。失敗報告は、ＷＴＲＵが接続するのに失敗したＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの識別、失敗の原因、
例えば、ＷＴＲＵが接続を開始したとき、もしくは失敗状態であると判断のしたときのＷ
ＴＲＵの位置、または対応するＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに対して測定された信号強度のうちの少
なくとも１つを含むことができる。
【０１４３】
　ＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵが、Ｗｉ－Ｆｉモビリティ手続き中にＷｉ－Ｆｉオフロ
ード用に接続するのに失敗した場合、または例えば、ＷＴＲＵが、（例えば、ＷＴＲＵが
Ｗｉ－Ｆｉ通達範囲外に移動して）接続を失ったため、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰとの接続を解除
した場合、Ｗｉ－Ｆｉオフロードに関連付けられたそのデータベアラを中断することがで
きる。データベアラは、ある期間にわたり、またはＷＴＲＵが、３ＧＰＰインターフェー
スを介して送信するためにベアラを再構成できる制御シグナリングを受け取るまで、また
はＷＴＲＵが、Ｗｉ－ＦｉオフロードのためにＷｉ－Ｆｉ　ＡＰと、再度関連付けること
に成功するまで、中断したまま留まることになる。再アソシエーションでは、ＷＴＲＵは
、関連するベアラを再確立することができる。
【０１４４】
　ＷＴＲＵは、関連する無線ベアラが再開されたとき、累積的な（ｃｕｍｕｌａｔｉｖｅ
）再送信を実施できるように再確立することができる。ＷＴＲＵは、Ｗｉ－Ｆｉオフロー
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ドインターフェースを介して送信するように構成されたベアラのサブセットの再確立を実
施することができる。ＷＴＲＵバッファ中のデータは、最初の通知されていないパケット
から（例えば、対応するＲＬＣ　ＰＤＵが、ベアラが中断される前に通知されていない可
能性のある最初のＰＤＳＰ　ＳＤＵから）開始する送信に対して利用可能である。３ＧＰ
Ｐ　ＰＤＣＰ状況報告および対応する要求は、選択的再送信を実施するために使用するこ
とができる。
【０１４５】
　ＷＴＲＵは、タイマを実施することができる。ＷＴＲＵは、例えば、タイマの期限が終
了すると、中断されたベアラに対するベアラ構成を除去することができる。ＷＴＲＵは、
例えば、ＷＴＲＵがベアラを除去したとき、任意の関連するアップリンクおよびダウンリ
ンクバッファをフラッシュし、かつ任意の関連するＰＤＣＰ、ＲＬＣ、および／またはＭ
ＡＣエンティティを解放することができる。
【０１４６】
　３ＧＰＰネットワーク制御のＷｉ－Ｆｉハンドオーバ（例えば、再アソシエーション）
を提供することができる。ＷＴＲＵが３ＧＰＰネットワークおよびＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに接
続されたとき、ＷＴＲＵは、自律的に、またはユーザからの手動制御により、別のＷｉ－
Ｆｉ　ＡＰに再度関連付けることができる。ＷＴＲＵは、Ｗｉ－Ｆｉ再アソシエーション
を制御できる３ＧＰＰネットワークから、制御シグナリングを受け取ることができる。例
えば、３ＧＰＰネットワーク制御のＷｉ－Ｆｉハンドオーバは、ＷＴＲＵからのＷｉ－Ｆ
ｉ測定報告を受け取ること、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰの負荷状況、または現在のＷｉ－Ｆｉ　Ａ
Ｐによりサポートできない、（例えばＮＡＳにより）要求されたサービスの結果としての
うちの１または複数によりトリガされうる。
【０１４７】
　Ｗｉ－Ｆｉ測定報告は、近隣のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの信号強度、または近隣のＷｉ－Ｆｉ
　ＡＰの信号強度が、現在のＷｉ－Ｆｉ接続よりも（例えば構成されたオフセット値だけ
）良好でありうることの少なくとも一方を示すことができる。近隣のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの
信号強度は、閾値を（例えば構成されたオフセット値だけ）超えることができ、また現在
のＷｉ－Ｆｉ接続は、閾値より（例えば構成されたオフセット値だけ）低くなりうる。Ｗ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰの負荷状況は、所与の閾値を超える可能性がある。ネットワークは、（例
えばＮＡＳにより）要求されたサービスを現在のＷｉ－Ｆｉ接続によりサポートできない
場合、現在のＷｉ－Ｆｉ接続により提供される他のアクティブサービスで、要求されたサ
ービスをサポートできる他の検出されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰへとオフロードすることができ
る。
【０１４８】
　ＷＴＲＵは、異なるＷｉ－Ｆｉ　ＡＰへの再アソシエーションを開始できるコマンドを
３ＧＰＰネットワークから受け取ることができる。コマンドは、ターゲットとして異なる
Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰを用いる、本明細書で述べたｓｔａｒｔ－Ｗｉ－Ｆｉ－ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎコマンドと同様なものとすることができる。コマンドは、別個のｃｈａｎｇｅ－Ｗ
ｉ－Ｆｉ－ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎコマンドとすることができる。ｃｈａｎｇｅ－Ｗｉ－Ｆ
ｉ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎコマンドは、本明細書で述べるｓｔａｒｔ－Ｗｉ－Ｆｉ－ｃｏ
ｎｎｅｃｔｉｏｎコマンドと同様の情報を含むことができる。ＷＴＲＵ（および／または
ネットワーク）は、コマンドが送られる、かつ／または受け取られる前もしくは後に、タ
ーゲットＡＰ（例えば、新しいターゲットＡＰ）と事前認証を開始することができる。Ｗ
ＴＲＵは、３ＧＰＰ　ＮＷ制御のＷｉ－Ｆｉ接続と同様に、例えば、ＷＴＲＵがターゲッ
トＡＰとの再アソシエーションに成功した後、またはアソシエーションを完了させるのに
失敗した場合に、３ＧＰＰネットワークに報告することができる。
【０１４９】
　３ＧＰＰネットワーク制御のＷｉ－Ｆｉオン／オフを提供することができる。１または
複数のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ機能をサポートできるＷＴＲＵは、１または複数のＷＴＲＵまた
はＷｉ－Ｆｉ端末に対するホストとすることができる。ホストＷｉ－Ｆｉ　ＡＰは、例え
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ば、ＷＴＲＵまたはＷｉ－Ｆｉ端末にＷｉ－Ｆｉ接続を提供することができる。３ＧＰＰ
ネットワークは、ホストＷＴＲＵにおけるＡＰのオン／オフ機能を制御することができる
。この機能は、地下鉄、病院の重要なＷｉ－Ｆｉシステムと干渉するのを回避するために
、予想外のＷｉ－Ｆｉ信号は禁じられている可能性のある地下鉄、工場、病院などの場所
で役立つことができる。ｅＮＢは、ＷＴＲＵのＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ機能がオンおよび／また
はオフになったことの指示をシステム情報メッセージで同報通信することができる。ｅＮ
Ｂは、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ機能をサポートできるＷＴＲＵにこのような指示／命令を送り、
それをオンおよび／またはオフすることができる。
【０１５０】
　Ｗｉ－Ｆｉ測定を提供することができる。３ＧＰＰネットワークは、例えば、ＷＴＲＵ
が３ＧＰＰネットワークに接続されたとき、ＷＴＲＵに、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰに接続する、
ＡＰとの接続を解除する、かつ／またはＡＰ（例えば、新しいＡＰに）切り換えるように
指令することを含むＷＴＲＵのＷｉ－Ｆｉ接続を制御するために、Ｗｉ－Ｆｉ測定情報を
使用することができる。Ｗｉ－Ｆｉの測定は、新しい（例えば、前に使用されていない）
ＲＡＴ間測定タイプと見なすことができる。Ｗｉ－Ｆｉ測定は、３ＧＰＰで定義された他
のＲＡＴ間測定構成と同様に構成することができる。
【０１５１】
　１または複数のＷｉ－Ｆｉ測定構成を提供することができる。例えば、測定ＩＤ、測定
オブジェクト、報告基準、トリガされるイベント、報告量、または他の構成を含む１また
は複数の測定構成が、Ｗｉ－Ｆｉに関して定義されうる。測定ＩＤは、測定オブジェクト
および関連する報告構成を識別するために使用することができる。測定ＩＤは、対応する
測定結果を参照するために、測定報告で使用することができる。測定オブジェクトは、Ｗ
ＴＲＵがＷｉ－Ｆｉ測定を実施できるオブジェクトとすることができる。測定オブジェク
トは、Ｗｉ－Ｆｉ周波数、Ｗｉ－Ｆｉチャネルのリスト、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰのリストのう
ちの１または複数を含むことができる。報告基準は、ＷＴＲＵが測定報告をトリガするた
めの基準を提供することができる。報告基準は、報告を周期的に、またはイベントに基づ
いてトリガすることができる。周期的なトリガの場合、ＷＴＲＵは、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ
測定結果を３ＧＰＰネットワークに周期的に報告することができる。周期的なタイマをＷ
ｉ－Ｆｉ測定専用にすることができる。周期的なタイマは、３ＧＰＰネットワークにより
構成されうる。
【０１５２】
　Ｗｉ－Ｆｉ測定報告は、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰとの接続の成功、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ
との接続の喪失、接続されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰのものよりも（例えば、構成されたオフセ
ット値だけ）良好でありうる近隣のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの信号強度、（例えば、構成された
オフセット値だけ）閾値を超える／閾値よりも低い接続されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの信号強
度、（例えば、構成されたオフセット値だけ）閾値を超えることのできる検出されたＷｉ
－Ｆｉ　ＡＰの信号強度、またはＷｉ－Ｆｉ　ＡＰとの事前認証の失敗を含むイベントの
うちの１または複数によりトリガすることができる。トリガイベントのそれぞれに対して
、例えば、閾値、トリガする時間値などの関連するパラメータは、ネットワークにより構
成される、かつ／またはＷＴＲＵにより判断されうる。例えば、受信信号強度インジケー
タ（ＲＳＳＩ）、ブロックエラーレート（ＢＬＥＲ）などを含む１または複数のパラメー
タは、報告すべき量として構成することができる。他の構成は、例えば、測定報告に含む
ことのできるＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの最大数を含むことができる。
【０１５３】
　ＷＴＲＵは、３ＧＰＰ測定構成メッセージの一部として、３ＧＰＰネットワークからＷ
ｉ－Ｆｉ測定構成を受け取ることができる。Ｗｉ－Ｆｉ測定構成は、Ｗｉ－Ｆｉ測定制御
メッセージ（例えば、別個の制御メッセージ）として信号送りされうる。Ｗｉ－Ｆｉ測定
構成は、既存のＷｉ－Ｆｉ接続を有していないＷＴＲＵに、または確立されたＷｉ－Ｆｉ
接続を有することのできるＷＴＲＵに適用することができる。
【０１５４】
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　Ｗｉ－Ｆｉ測定報告を提供することができる。ＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵが周期的
に報告することで構成される場合、周期的なタイマの期限が終了したとき、Ｗｉ－Ｆｉ測
定報告を送ることができる。ＷＴＲＵは、１または複数回にわたりＷｉ－Ｆｉ測定報告を
送ることができるが、または例えば、ＷＴＲＵが、イベントでトリガされる報告で構成さ
れた場合、構成されたイベントがトリガされうるごとに、Ｗｉ－Ｆｉ測定報告を送ること
ができる。ＷＴＲＵからの報告量を制限するように、禁止時間を構成することができる。
【０１５５】
　Ｗｉ－Ｆｉ測定報告は、測定ＩＤ、現在のＷｉ－Ｆｉ接続の測定結果、近隣のＷｉ－Ｆ
ｉ　ＡＰの測定結果、および／または他の近隣のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの測定結果など、１ま
たは複数のパラメータを含むことができる。測定ＩＤは、Ｗｉ－Ｆｉ測定のための測定構
成で提供されうる。例えば、ＷＴＲＵがＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに接続された場合、現在のＷｉ
－Ｆｉ接続の測定結果を提供することができる。現在の接続の測定結果を含めることがで
きる（例えば、接続されたＷｉ－Ｆｉノード）。例えば、測定構成メッセージに一覧にさ
れた他の近隣のＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ（例えば、一覧にされたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ）の測定結果
を提供することができる。測定構成メッセージで一覧にされていない他の検出されたＷｉ
－Ｆｉ　ＡＰ（例えば、他の検出されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰ）の測定結果を提供することが
できる。測定結果は、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、またはブロックエラーレ
ート（ＢＬＥＲ）の１または複数を含むことができる。
【０１５６】
　ＷＴＲＵは、いくつかの（例えば、最大数の）測定結果でネットワークにより構成する
ことができる。ＷＴＲＵは、優先順位に従って結果を選択し、報告に含めることができる
（例えば、接続されるＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの優先順位は、一覧にされたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの
優先順位を超えることができ、それは、検出されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの優先順位を超える
ことができる）。
【０１５７】
　ＷＴＲＵは、例えば、報告可能な一覧にされたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの数、または検出され
たＷｉ－Ｆｉ　ＡＰの数が、測定結果の許容される数を超える場合、信号強度および／ま
たはＢＬＥＲに従って結果を選択することができる（例えば、より強度のあるＲＳＳＩお
よび／またはより低いＢＬＥＲの結果が選択されうる）。
【０１５８】
　ＷＴＲＵは、例えば、ＲＲＣメッセージを介して、３ＧＰＰネットワークにＷｉ－Ｆｉ
測定報告を送ることができる。ＲＲＣメッセージは、３ＧＰＰ測定報告の一部として送る
ことができる。ＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵが３ＧＰＰ無線インターフェースを介する
シグナリングのオーバヘッドを低減するためになど、Ｗｉ－Ｆｉに接続されるとき、また
は他の場合などに、Ｗｉ－Ｆｉインターフェースを介して搬送されるユーザプレーンデー
タにより、Ｗｉ－Ｆｉ測定報告を３ＧＰＰネットワークに送ることができる。Ｗｉ－Ｆｉ
接続のための制御シグナリングは、例えば、制御シグナリングに専用の３ＧＰＰ　ＲＬＣ
　ＰＤＵおよび／または３ＧＰＰ　ＰＤＣＰ制御ＰＤＵで搬送することができる。
【０１５９】
　３ＧＰＰネットワーク（ＮＷ）は、Ｗｉ－Ｆｉ測定報告を受け取ると、１または複数の
アクションを実施することができる。１または複数のアクションは、事前認証手続きを開
始すること、ＷＴＲＵにＷｉ－Ｆｉ　ＡＰと接続する、かつ／または接続を解除するよう
に指令すること、例えば、成功したＷｉ－Ｆｉ接続が報告された場合、データのオフロー
ディングを開始すること、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ接続の喪失が報告された場合、データのオ
フローディングを停止することなどを含むことができる。アクションは、例えば、信号強
度が閾値より低い／閾値を超える場合、データのオフローディングを停止する、または再
開すること、ＷＴＲＵに、より強い、測定された信号強度を有する高い優先順位のＷｉ－
Ｆｉ　ＡＰに接続するように指令することなどをさらに含むことができる。
【０１６０】
　Ｗｉ－Ｆｉオフローディングの３ＧＰＰモビリティとのインタラクションを提供するこ
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とができる。ＷＴＲＵは、例えば、１または複数の検出されたセルのリストを用いて、Ａ
ＰのＷｉ－Ｆｉオフローディング機能の指示を報告することができる。ＷＴＲＵは、Ｗｉ
－Ｆｉオフローディングに対するその機能の指示を報告することができる（例えば、接続
確立手続き中に、ＷＴＲＵ機能交換の一部としてすでに信号送りされていない場合）。Ａ
Ｐの指示の報告は、３ＧＰＰネットワークが、適切なターゲットＮＢおよび／またはｅＮ
Ｂを判断するために有用でありうる。
【０１６１】
　ソースｅＮＢは、例えば、ハンドオーバ準備の一部として、ＷＴＲＵの現在のＷｉ－Ｆ
ｉ接続に関する情報をターゲットｅＮＢに信号送りすることができる。情報を信号送りす
ることは、ターゲットｅＮＢが、関連するＷＴＲＵに対するＷｉ－Ｆｉ接続を維持できる
ようにする。ターゲットｅＮＢは、ハンドオーバ（例えば、ソースｅＮＢからターゲット
ｅＮＢへの、関連するＡＰとのＸ２－ＷＩＦＩインターフェースのハンドオーバ）準備の
一部としてＷｉ－Ｆｉノードとの接続を設定することができる。ＷＴＲＵは、ハンドオー
バ完了メッセージでＷｉ－Ｆｉ接続を確認することができる。
【０１６２】
　ターゲットｅＮＢは、例えば、選択されたターゲットｅＮＢが、Ｗｉ－Ｆｉオフロード
をサポートしない（例えば、Ｘ２－ＷＩＦＩインターフェースをサポートしない）場合、
または関連するＡＰとのＸ２－ＷＩＦＩインターフェースの設定に失敗した場合、ハンド
オーバコマンドで、Ｗｉ－Ｆｉオフロード接続に関連する任意の無線ベアラを再構成する
ことができる（かつその再確立をトリガすることができる）。
【０１６３】
　ターゲットｅＮＢは、例えば、ハンドオーバ（ＨＯ）の準備の一部として、ハンドオー
バコマンドで、Ｗｉ－Ｆｉ情報のリストをＷＴＲＵに示すことができる。ＷＴＲＵは、ハ
ンドオーバコマンドを受け取った後、かつ／またはＨＯ完了前にＷｉ－Ｆｉ接続の用意が
できた後、この情報を用いて、ターゲットエリア内の示されたＷｉ－Ｆｉを求める探索を
開始することができる。例えば、いくつかの場合には、ＨＯを高速にすることができる。
ＨＯの前にＷｉ－Ｆｉ接続の用意ができた場合、ハンドオーバ完了メッセージを、接続さ
れたＷｉ－Ｆｉ情報に含めることができる。
【０１６４】
　ソースｅＮＢは、例えば、ソースｅＮＢとターゲットｅＮＢの間のＷＴＲＵコンテキス
ト情報転送の一部として、Ｗｉ－Ｆｉオフロード用にどのような無線ベアラ（ＲＡＢ）を
構成するかを示すことができる。例えば、透過コンテナを使用することができる。
【０１６５】
　１または複数の３ＧＰＰ　ＲＬＦとのインタラクションを提供することができる。ＷＴ
ＲＵは、例えば、ＷＴＲＵが３ＧＰＰ無線インターフェース上で無線リンク障害を検出し
たとき、Ｗｉ－Ｆｉ接続を維持することができる。Ｗｉ－Ｆｉ経路を介して搬送されるサ
ービスは継続することができる。近隣セルのｅＮＢは、例えば、ネットワーク準備の一部
として、ＷＴＲＵのＷｉ－Ｆｉ接続に関する情報、ならびにＷｉ－Ｆｉオフロードのため
の対応する無線ベアラ構成を受け取ることができる。
【０１６６】
　ＷＴＲＵは、例えば、ＷＴＲＵが３ＧＰＰネットワークとのＲＲＣ接続を再確立しよう
と試みる場合、ＲＲＣ再確立メッセージに、確立されたＷｉ－Ｆｉ接続に関する情報を含
むことができる。このような接続されたＷｉ－Ｆｉ情報は、現在接続されたＷｉ－Ｆｉ　
ＡＰの識別、Ｗｉ－Ｆｉ接続を介して現在搬送されているサービスのベアラ識別、および
／または（例えば、３ＧＰＰサービングセルにおけるＷｉ－Ｆｉ再アソシエーションを可
能にするための）Ｗｉ－Ｆｉ測定報告のうちの１または複数を含むことができる。
【０１６７】
　ＷＴＲＵは、例えばＲＲＣタイマＴ３１１が動作している間など、接続再確立を実施し
ながら、３ＧＰＰ無線インターフェースのサービングセルに対する無線リンク障害を検出
した後、Ｗｉ－Ｆｉ接続を維持することができる。ＷＴＲＵは、例えばＲＲＣ接続の再確
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立が失敗した場合（例えばＴ３１１の期限が終了したとき）、および／またはＷＴＲＵが
ＲＲＣアイドルモードに入った場合、Ｗｉ－Ｆｉオフロード接続を解放することができる
。
【０１６８】
　ＷＴＲＵは、例えば、再確立のために選択されたセルがＷｉ－Ｆｉオフロードをサポー
トしない場合など、３ＧＰＰ無線インターフェースのサービングセルに対する無線リンク
障害を検出した後、Ｗｉ－Ｆｉ接続を解放することができる。
【０１６９】
　ピンポン現象の阻止を提供することができる。ＲＡＮは、オフロード遅延タイマ値をＷ
ＴＲＵに示すことができる。ＷＴＲＵは、オフロード遅延タイマを開始し、例えば、Ｗｉ
－Ｆｉオフローディング基準が、例えば、ＡＤＮＳＦポリシに従って満たされたときなど
、タイマの期限が終了した後、または明示的なＷｉ－Ｆｉ接続コマンドが受け取られた後
、Ｗｉ－Ｆｉオフローディングを開始することができる。
【０１７０】
　オフロード遅延タイマ値は、例えば、１または複数のメッセージでＷＴＲＵに示すこと
ができる。例えば、タイマの期限が終了する前に、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ接続が失われる、
もしくはＷＴＲＵがＬＴＥに戻される、かつ／もしくはＷｉ－Ｆｉオフローディングが必
要ではなくなり、ＷＴＲＵがタイマを停止できる場合、メッセージは、例えば、ネットワ
ーク支援情報の一部として、明示的なＷｉ－Ｆｉ接続コマンドの一部として、ＲＡＴ間の
ＰＳハンドオーバを開始するＲＲＣメッセージの一部として、またはＣＳＦＢを開始でき
るＲＲＣメッセージの一部として含まれうる。ｅＮＢは、例えば、ＭＡＰＣＯＮおよび／
またはＩＦＯＭ対応などＷｉ－Ｆｉオフローディング機能を有することのできるＷＴＲＵ
に遅延タイマ値を示すことができる。
【０１７１】
　ＲＡＮは、Ｗｉ－Ｆｉオフローディング閾値をＷＴＲＵに示すことができる。ＷＴＲＵ
は、例えば、ターゲットＷｉ－Ｆｉ信号強度が閾値よりも良好である場合、オフローディ
ングを開始することができる。閾値は、ＲＳＳＩ値、またはＷｉ－Ｆｉ信号の他の可能な
測定値とすることができる。オフローディング閾値をＷＴＲＵに示すことができる。
【０１７２】
　コアネットワークとのインタラクションを提供することができる。例示的な図１３で示
されるように、Ｗｉ－Ｆｉ情報サーバ（ＷＩＳ）１３１０は、ＭＭＥ１３０６に接続され
うる。ＷＩＳ１３１０は、本明細書で述べるＷｉ－Ｆｉエンティティと同じまたは異なる
論理ノードとすることができる。
【０１７３】
　ＭＭＥ１３０６とＷＩＳ１３１０の間の接続および／またはインターフェース１３０８
を提供することができる。インターフェースは、例えば、インターネットプロトコル（Ｉ
Ｐ）などのプロトコルに基づくことができる。ＭＭＥは、１または複数のＷＩＳに接続す
ることができる。ＷＴＲＵの加入情報は、ＭＭＥがＷＴＲＵの代わりにコンタクトできる
ＷＩＳに関する情報を含むことができる。この情報は、ＨＳＳからＭＭＥに、またはＭＭ
Ｅ間もしくはＳＧＳＮ間ハンドオーバ中にソースＭＭＥ／ＳＧＳＮから異なるＭＭＥに対
してダウンロードされ、かつ／または提供されうる。ＷＩＳ１３１０は、ＨＳＳ１３１２
に接続することができ、そこからＷＩＳ１３１０は、例えば、ＷＴＲＵによりアクセス可
能なＡＰのリストなど、１または複数のＷＴＲＵもしくは各ＷＴＲＵに特有の情報を、ダ
ウンロードすることができる。ＷＩＳ１３１０は、例えば、ＩＭＳＩなど、１または複数
のＷＴＲＵの一意の識別子を保持することができる。
【０１７４】
　ＷＴＲＵは、例えば、１または複数のＮＡＳメッセージを用いて、ＷＩＳと非３ＧＰＰ
アクセス情報（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ情報）を通信することができる。ＮＡＳ（例えば、新
しいＮＡＳ）メッセージは、この目的で定義することができるが、または既存のＮＡＳメ
ッセージを修正してこの目的に使用することもできる（例えば、ＵＥからＷＩＳへの通信
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のためのＧＥＮＥＲＩＣ　ＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ、およびＷＩＳか
らＵＥへの通信のためのＧＥＮＥＲＩＣ　ＤＯＷＮＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲ
Ｔメッセージなど）。ＷＩＳ１３１０は、前のセクションで述べた情報のうちの１または
複数を含むことができる。
【０１７５】
　Ｗｉ－Ｆｉ情報通信は、ＷＴＲＵが要求するＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに関する情報、ＷＩＳが
ＷＴＲＵにプッシュする情報、またはＷＴＲＵが周期的に要求するＷｉ－Ｆｉ情報に関す
る更新のうちの少なくとも１つに従って提供することができる。
【０１７６】
　ＷＴＲＵ１３０２は、所与のセル、ＣＳＧセル付近の、または所与の位置エリアもしく
はローカルネットワークにおけるＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに関する情報（例えば、前述の、また
は提案した情報）を要求することができる。ＷＩＳ１３１０は、例えば、ＷＴＲＵが接続
モードにあるとき、またはＷＴＲＵが所与のセルもしくはＣＳＧセルに、または所与の位
置エリアもしくはローカルネットワークに入ったとき、ＷＴＲＵ１３０２に情報をプッシ
ュすることができる。ＷＴＲＵ１３０２は、Ｗｉ－Ｆｉ情報に対する更新を要求する（例
えば、周期的に要求する）ことができるが、または例えば、ＷＴＲＵ１３０２がアイドル
モードにある場合、ＷＩＳ１３１０が情報をＷＴＲＵ１３０２にプッシュする（例えば、
周期的にプッシュする）ことができ、それにより、ＭＭＥ１３０６がＷＴＲＵ１３０２の
ページングをトリガし、またはＷＴＲＵ１３０２が接続モードにあるときは、ＷＩＳ１３
１２に通知することができる。
【０１７７】
　ＭＭＥ１３０６は、ＷＴＲＵ１３０２が接続モードにあることをＷＩＳ１３１０に知ら
せることができる。ＭＭＥ１３０６は、任意の時間に、またはＷＴＲＵ１３０２が接続モ
ードに進む所定の時間にＷＩＳ１３１０に知らせることができ、それは、例えば、周期的
なトラッキングエリア更新を実施するなど、シグナリングのためであっても行うことがで
きる。ＭＭＥ１３０６は、現在ＷＴＲＵ１３０２にサービスを行っているセルに関するセ
ルの識別についてＷＩＳ１３１０に知らせることができる。ＭＭＥ１３０６は、ハンドオ
ーバ後に、ＷＴＲＵの位置で（例えば新しい位置）、またはセルでＷＩＳ１３１０を更新
することができる。ＷＩＳ１３１０は、ＷＴＲＵ１３０２にサービスを行っているセル内
に、またはその付近に存在するＷｉ－Ｆｉ　ＡＰに関する情報を有することができる。
【０１７８】
　ｅＮＢにより提供される本明細書で述べる情報、指示またはコマンドのうちの１または
複数は、ＷＩＳに対して適用することができ、例えば、ＷＩＳはまた、この情報、指示、
またはコマンドを（例えばＷｉ－Ｆｉオフロードを開始するために）提供することができ
る。例えば、これは、ＭＭＥに対してメッセージを転送することにより行うことができ、
ＭＭＥは、例えば、ＮＡＳメッセージでコンテンツをＷＴＲＵに転送することができる。
【０１７９】
　ＷＩＳおよびＭＭＥは、ＷＴＲＵがシステムに登録されている限り使用できる、ＷＴＲ
Ｕに対する識別子を交換することができる。例えば、ＭＭＥは、ＭＭＥによって割り振ら
れた（任意の他の識別子をＭＭＥとＷＩＳの間で使用することができるが）Ｓ－ＴＭＳＩ
またはＧＵＴＩをＷＩＳに提供することができる。ＭＭＥおよびＷＩＳは、合意された識
別、例えば、Ｓ－ＴＭＳＩを使用することができ、したがって、例えば、ＷＴＲＵに対す
るメッセージを交換するとき、正しいＷＴＲＵにコンタクトされ、または識別されうる。
【０１８０】
　ＷＩＳは、ｅＮＢに（例えば、ＭＭＥを介して）ＡＰのリストを提供することができ、
かつＷＴＲＵがＡＰを検出し、関連付けるのに役立つことのできる他の情報（例えば、本
明細書で開示される機能など）を提供することができる。ｅＮＢは、提供された情報を使
用して、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰを求めてスキャンし、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰに接続し、かつ／また
は検出されたＷｉ－Ｆｉ　ＡＰのためにセキュリティパラメータを提供することなどを行
うようにＷＴＲＵを構成することができる。ＷＩＳは、ＭＭＥに対して、情報のセットを
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サービングｅＮＢに転送するように示すことができる。ＭＭＥは、例えば、ＷＴＲＵコン
テキスト修正要求などの任意のＳ１ＡＰメッセージで、情報をサービングｅＮＢに転送す
ることができる。新しい（例えば、前に使用していない）Ｓ１ＡＰメッセージを定義する
ことができる。ＷＩＳは、１または複数のＷＴＲＵのものに影響を与えることのできるＷ
ｉ－Ｆｉ　ＡＰに関する情報を提供することができ、またＭＭＥは、例えば、１つのＷＴ
ＲＵに特有なものではないメッセージなど、任意のＳ１ＡＰ管理メッセージでこの情報を
提供することができる。
【０１８１】
　ＷＴＲＵは、例えば、オフロード中の時間に、トラフィックがＷｉ－Ｆｉを介してオフ
ロードされていることをユーザに表示することができる。ユーザは、トラフィックをオフ
ロードするネットワーク（例えばｅＮＢ）による自律的な判断を使用不可にできるように
ＷＴＲＵの設定を変更することができる。ＷＴＲＵは、この情報を、例えば、ＲＲＣメッ
セージ（新しい、または既存の）を介してｅＮＢに、または例えば、ＮＡＳメッセージ（
例えば、新しい、または既存のＮＡＳメッセージ）を介してＭＭＥに送ることができる。
【０１８２】
　ＭＭＥは、Ｗｉ－Ｆｉオフロードの使用を停止する通知をｅＮＢに送ることができる。
この指示は、例えば、ネットワークによる自律的なオフロードを停止する指示を受け取っ
たとき、または本明細書で述べる他の条件で、Ｓ１ＡＰ（例えば、新しいまたは既存の）
メッセージで送ることができる。ｅＮＢは、例えば、自律的なＷｉ－Ｆｉオフロードを停
止する指示を（例えば、ＷＴＲＵから、またはＭＭＥから）受け取ると、Ｗｉ－Ｆｉを介
するトラフィックのオフローディングを停止することができる。
【０１８３】
　ソースセルまたはソースＭＭＥは、他の条件の中で特に、例えば、ターゲットセルへの
ＷＴＲＵのハンドオーバ時になど、ＷＴＲＵに対する自律的なＷｉ－Ｆｉオフロードを実
施することが可能かどうかをターゲットセルに知らせることができる。
【０１８４】
　ＷＴＲＵは（例えば、おそらくサービス品質の顕著な劣化に起因したユーザによる設定
変更に基づき）、オフロードを再開するための指示を（例えば、ＲＲＣメッセージを用い
て）ｅＮＢに、または（例えば、ＮＡＳメッセージを用いて）ＭＭＥに送ることができる
。ＭＭＥは、例えば、自律的なＷｉ－Ｆｉオフロードが可能であるという指示を（例えば
、ＵＥからＭＭＥにより）受け取ると、指示をｅＮＢに送ることができる。ＭＭＥは、自
律的なＷｉ－Ｆｉオフロードを提供できることをｅＮＢに示すことができる。このような
指示は、例えば、ｅＮＢにおけるポリシもしくはルールに基づき、ｅＮＢがＷｉ－Ｆｉオ
フロードを開始するトリガを提供することができる。
【０１８５】
　自律的なオフロードを開始または停止するＷＴＲＵからの要求は、例えば、ＷＴＲＵに
より直接、またはＭＭＥを介してＷＩＳに送ることができる。例えば、自律的なＷｉ－Ｆ
ｉオフロードがＷＴＲＵにより希望されない場合、ＭＭＥはそのようにＷＩＳに示し、し
たがって、ＭＭＥは、ＵＥの位置に関する通知をＷＩＳに提供するのを停止することがで
きる。ＷＩＳは、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰに関するＷＴＲＵ通知または情報を送ることを停止す
ることができる。ＷＩＳは、例えば、任意選択で、ＭＭＥから受け取ったＷＴＲＵ位置（
例えば、セルレベル）更新により、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰに関するＷＴＲＵ情報をなお送るこ
とができる。
【０１８６】
　当業者であれば、各機能または要素は、単独で使用することができるが、他の機能およ
び要素との任意の組合せで使用できることも理解されよう。さらに、本明細書で述べられ
た方法は、コンピュータもしくはプロセッサにより実行するために、コンピュータ可読媒
体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアで実施
することができる。コンピュータ可読媒体の例は、（有線または無線接続を介して送信さ
れる）電子信号、およびコンピュータ可読記憶媒体を含む。コンピュータ可読記憶媒体の
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例は、これだけに限らないが、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（
ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部のハードディスク
、および取外し可能ディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディス
ク、およびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含む。ソフトウェアに関連
付けられたプロセッサは、ＷＴＲＵ、端末、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピ
ュータで使用される無線周波数の送受信機を実施するために使用することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１８７】
　本発明は、一般的に無線通信システムに利用することができる。
【符号の説明】
【０１８８】
　１００　通信システム
　１０２、１０２ａ～１０２ｄ　無線送受信機（ＷＴＲＵ）
　１０３、１０４、１０５　ＲＡＮ
　１０６、１０７、１０９　コアネットワーク
　１０８　ＰＳＴＮ
　１１０　インターネット
　１１２　他のネットワーク
　１１８　プロセッサ
　１２０　送受信機
　１２２　アンテナ
　１４０ａ～１４０ｄ　ノードＢ

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図１Ｄ】

【図１Ｅ】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月21日(2017.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）選択を実行するための無線送受信ユニット（ＷＴ
ＲＵ）による方法であって、
　移動通信ネットワークから、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）識別子のセ
ットを含む測定オブジェクトを受信するステップであって、ＷＬＡＮ識別子の各々は前記
ＷＴＲＵが接続するのを許可されるＷＬＡＮアクセスポイント（ＡＰ）を識別する、ステ
ップと、
　１つ以上のパラメータを測定するステップと、
　前記測定された１つ以上のパラメータの１つ以上を含む測定報告を送るステップと、
　前記受信されたＷＬＡＮ識別子のセットによって識別された少なくとも１つのＷＬＡＮ
　ＡＰへの接続を試みるステップと、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの接続が成功するかまたは失敗するかを決定す
るステップと、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続が成功する条件で、第１の接続状態
報告を生成しおよび送るステップであって、前記第１の接続状態報告は前記ＷＬＡＮ　Ａ
Ｐとの成功裏の接続の表示を含んでいる、ステップと、
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続が失敗する条件で、第２の接続状態
報告を生成しおよび送るステップであって、前記第２の接続状態報告は、（ｉ）前記ＷＬ
ＡＮ　ＡＰとの接続の失敗の表示および（ｉｉ）前記接続の前記失敗の原因を含んでいる
、ステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続が失敗する条件で、前記少なくとも
１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続と関連付けられたデータベアラを中止するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記測定された１つ以上のパラメータは、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）を含
むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　各々のＷＬＡＮ識別子は、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）、均一ＥＳＳ識別子（Ｈ
ＥＳＳＩＤ）および基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ）のいずれかを含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記測定された１つ以上のパラメータと測定閾値を比較するステップであって、前記測
定閾値は受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）値である、ステップと、
　前記測定された１つ以上のパラメータの各々に対する前記値が、前記測定閾値を越えて
いる時、前記測定報告を送ることをトリガするステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定オブジェクトは、専用メッセージ内で受信されることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
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　前記ＷＴＲＵは、ＲＲＣ接続モードにあることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記移動通信ネットワークは、ロングタームエヴォルーション（ＬＴＥ）またはＬＴＥ
アドバンスネットワークであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　移動通信ネットワークから、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）識別子のセ
ットを含む測定オブジェクトを受信するよう構成された受信機であって、ＷＬＡＮ識別子
の各々は前記ＷＴＲＵが接続するのを許可されるＷＬＡＮアクセスポイント（ＡＰ）を識
別する、受信機と、
　　１つ以上のパラメータを測定し、
　　前記測定された１つ以上のパラメータの１つ以上を含む測定報告を生成し、
　　前記受信されたＷＬＡＮ識別子のセットによって識別された少なくとも１つのＷＬＡ
Ｎ　ＡＰへの接続を試み、
　　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの接続が成功するかまたは失敗するかを決定
し、
　　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続が成功する条件で、第１の接続状
態報告を生成し、前記第１の接続状態報告は前記ＷＬＡＮ　ＡＰとの成功裏の接続の表示
を含んでおり、
　　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続が失敗する条件で、第２の接続状
態報告を生成し、前記第２の接続状態報告は、（ｉ）前記ＷＬＡＮ　ＡＰとの接続の失敗
の表示および（ｉｉ）前記接続の前記失敗の原因を含んでいる
よう構成されたプロセッサと、
　　前記測定報告を送り、
　　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続が成功する条件で、前記第１の接
続状態報告を送り、
　　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続が失敗する条件で、前記第２の接
続状態報告を送る
よう構成された送信機と
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続が失敗する条件で、前記プロセッサ
は、前記少なくとも１つのＷＬＡＮ　ＡＰへの前記接続と関連付けられたデータベアラを
中止するようさらに構成されたことを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記測定された１つ以上のパラメータは、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）を含
むことを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　各々のＷＬＡＮ識別子は、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）、均一ＥＳＳ識別子（Ｈ
ＥＳＳＩＤ）および基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ）のいずれかを含むことを特
徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、
　前記測定された１つ以上のパラメータと測定閾値を比較し、前記測定閾値は受信信号強
度インジケータ（ＲＳＳＩ）値であり、
　前記測定された１つ以上のパラメータの各々に対する前記値が、前記測定閾値を越えて
いる時、前記測定報告を送ることをトリガするよう構成されたことを特徴とする請求項９
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記測定オブジェクトは、専用メッセージ内で受信されることを特徴とする請求項９に
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記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記移動通信ネットワークは、ロングタームエヴォルーション（ＬＴＥ）またはＬＴＥ
アドバンスネットワークであることを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記ＷＴＲＵは、ＲＲＣ接続モードにあることを特徴とする請求項１４に記載のＷＴＲ
Ｕ。
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